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表紙図解説

表紙の図は、昭和 53年度に実施した各種の発掘調査 48 

件の調査費を負担区分ごとに、外円には、市町村教育委員会

等主体の調査費を、内円には、県教育委員会主体の調査費を

ゲラフ化したものである。

総額約 22,0 0 0万円のうち国費41 %、県費 27%、市

町村費 5%、民間企業費 27%を示している。補助金事業と

原因者負担事業の区分では、全体ではそれぞれ 17%と83 

％を示し、市町村教委等主体調査においては、補助金事業22

％、原因者負担事業 78%で、県教委主体調査では、補助金

事業 12%、原因者負担事業 88%を示している。



例 言

1 この年報は、昭和 53年度における県内の埋蔵文化財保護行政

と調査の概要をまとめたものである。

2 ]I[の緊急調査の現状のうち、 5・緊急発掘調査の概要は、それ

ぞれの発掘調査担当者による。

5 本書の編集は、文化課文化財係埋蔵文化財担当係において行な

った。
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I 土地利用と埋蔵文化財

1. 市町村総合計画（案）等の事前審査

市町村総合計画をはじめ広域市町村計画の策定に際し、埋蔵文化財保護に関す

る事項について、意見を総務部地方課に提出している。その際の共通した審査観

点としては、

(1) 基本構想の中に、文化財保護の項目が有るか無いか。

(2) 基本計画の中に、埋蔵文化財包蔵地一覧表等による現状把握の有無

(3) 基本計画の中に、遺跡の周知徹底策が明記されているかどうか。

といった所においている。こうした審査意見の提出は、昭和 5D年度以来行なっ

てきたが、全般的に見て、文化財保護法第 57条の 4にも規定された埋蔵文化財

包蔵地（遺跡）の周知徹底の措置の不十分さが目立つ。

その反面、遺跡を点として把握するのではなく、広く土地利用の観点から、自

然環境の保全との一体化、あるいは歴史的文化的環境としての保全として位蹴づ

けている計画もある。

市町村総合計画（案）審査

年度 市町村 年度 市町村 年度 市町村

50 芸濃町 52 嬉野町 53 熊野市

II 一志町 II 松阪市 ／／ 鈴鹿市

／／ 鵜殿町 II 関町 II 多気町

II 紀勢町 // 南勢町 II 香良州町

51 度会町 ‘’ 小俣町 II 長島町

II 志摩町 II 亀山市

II 上野市

／ヽ 嬉野町
~ 

広域市町村計画（案）審査

年度 I 市町村 I 年度 I 市町村 I 年度「面―—町村
s1 I伊賀 52 I鈴鹿．亀山 53 I四日市

II 桑名
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2. 農業基盤整備事業と埋蔵文化財

昭和 53年度の県営圃場整備事業区域の埋蔵文化財の保護については、昭和52

年度末から県農林水産部耕地第 2課と協議していた、夏季早期施工に伴う調査と

して、 4地区 4件を 6月上旬から 8月中旬に調査した。

秋季施工に伴う調査としては、まず昭和 53年 4月 6日付の県教育長名の「昭

和 53年度各種公共事業について」により県耕地第 2課にも紹介し、 31地区の

事業計画の回答を得た。そこで遺跡台親、遺跡地図との照合や、県文化財調査員

による遺跡分布調査の結果をまとめ、県農林水産部へ 6月下旬回答をした。 7月

下旬、現地立合により施工計画と埋蔵文化財の取り扱いについて協議し、 11月

上旬、関係地区の試掘調査を実施した結果、止むを得ず現状保存の因難な 6地区

8件の遺跡について、 1 1月下旬から翌年 5月下旬に調査した。

なお本年度関係した遺跡 37件の保護措置の内訳は、地区除外 5件、畑寄せ保

存（一部分も含む） 7件、工事立会 6件、試掘 20件、本調査 12件である。

一方、市町村教育委員会が調査主体となって対応した団体営園場整備事業地区

の調査としては、津市 2件、久居市 1件がある。津市の 2件はいずれも試掘調査

の結果、遺構遺物ともに確認されなかったが、久居市 1件は遺構、遺物ともに検

出され、幹線排水路部分については本調杏され、他の部分は昭和 54年度に本調

査を実施することとなった。

また林業構造改善事業．林道長谷山線光明寺地区の事業計画地に光明寺古墳群

の所在することが判明したが、現地立合の結果、古墳にかからなかった。

昭和 53年度県営圃場整備事業地区等と埋蔵文化財

1事業名 地 区 事業場所 面加積 遺跡名 概 況 処 置

農総村合基整盤備 朝上南部 菰野町 4.5 

II 川添 大台町 * 2.5 
II II II 4.2 深谷西遺跡 現工地可立会、 施

II 磯部中部 磯部町 * 3.2 

II II II 2.1 

農総パイ村合ロ基整ッ備盤ト 中南勢 松阪市大阿坂町 1 3.4 

II 

‘’ 2.1 市屋垣内遺跡

整農備村モ総デ合ル 大山田 大山田村 2.1 
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事業名 地区 事業場所 閤 遺跡名 概 況 処 置

基緑農盤住整区備 東員 東員町 18.0 

II II 30.0 遺物散布地A 代恣翡釦『喜百蒻 盛土保存

県整営圃備場 大安東部 大安町 • zo 
II II 12.0 

菰野 菰野町 *30.3 

II II 5Z5 

ちくさ ／／ 千草ーッ塚 48.0 ーツ塚古墳 水田 地区除外

亀山北部 亀山市川崎町 *16.0 

II II 33.0 

鈴鹿第 2期 鈴鹿市林崎町 •21.3 

II II 50.0 上箕田北遣跡 廃o督盟農雷 現工地可立会、 施

// ／／ II 林崎東方遺跡 畑2,0、00散m布量弥多生、 一他部本畑調地査保存、

安塚 鈴鹿市中島町 * 5.6 双ッ塚遺跡 畑生、集落址、 弥 一他本部畑調地査保存、

‘’ II 32.0 中島西方遺跡 唸。窟祖饂 現状保存

深溝 鈴鹿市深溝町 •12.0 

安濃川左岸 安濃町内多 *1 0.3 

‘’ 
／／ 46.0 遺物散布地A 畑4,、00散0m布古量墳多、 畑地保存

／ヽ ／ヽ II B 唸墨誓量少、 現ユこ地百了立会、 施

’’ II ／／ C 朋00陀品宮‘ 地区除外、保存

安濃川右岸 安濃町内多 * 9.0 

II ／／ 53.0 粟加古墳群 物畑散、布古墳地2、遺亨嬰羞魯‘遺跡
津西部 津市片田町 *10.8 

II II 25.2 遺物散布地A 畑6,、00散0m布古量墳少、 墾閉立会、施

／／ B 水6,田00、0m即古布墳量少 試掘、施工可

天白 三雲村 *24.8 

嬉野 嬉野町 * zo 
II ／／ 野田垣内 58.1 野田遺跡 咽m、、 水古墳田、 3,000 地区除外

II ／／ 権現前 山神田遺跡 畑、 4,000m又
弥生 地区除外

豊地 嬉野町 *23.6 

II ／ヽ 29.0 遺物散布地A 足mご古墳翡。慇布 排水臨部分躙査
II B 置畑古少墳、水、田5,、00散0m 丙 現工地可立会、 施

白山 白山町 *16.0 

II II 2ZO 

多気 多気町 "'8.5 東裏遺跡 集畑落址2000面 本可調査、施工

” 
II 22.8 遺物散布地 畑、 散布量多，・エ現巧地江立会、 施
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斎宮 明和町 * 7.0 

‘’ ‘’ 43.3 斎王宮跡 声可註屈躙査、施工

東大淀 明和町 *20.0 

／／ II 50.0 

上御糸 明和町 * Z6 西出遺跡 集水落田址、2,500m' 本調査、施工可

II II 22.6 西出遺跡 珪可立会、施工

外城田 玉城町 * 3.0 

上野西部 上野市 *16.7 

II II 朝屋宮西 55.8 正権寺古墳 水田 珪可立会、施工

II ／／ 大野木神ノ木 神ノ木館跡 翌臨寄林、 年一部度調査、 他 54

II ／／ II 竹嶋氏館跡 恋恩0~ II II 

II ‘’ II 大地辺神社1日社 畑、水田、古銭 試掘、施工可出土

II II 朝屋 朝屋A遺跡 畑翠、60 0 m' 、 本調査、施工可

II II 大野木北山 北山A遺跡 畑4,8、0水0m 屯ヽ II ‘’ 
上野南部第1 上野市比自岐 •16.2 王塚古墳 保存、一部躙査

II ／ヽ 18.8 遺物散布地 畑翠, 1, 2 0 0 m又
II ／／ 

II II 古墳 （推定） 珪可立会、施工

大山田 大山田村富岡 *31.0 堂垣内遺跡 畑m'、水田、 712 本調査、施工可

II ” 中島 54.5 古墳 径高S1. m 1 m II II 

II ／ヽ ‘’ 西谷古墳群 4基 II II 

II // 真泥 平林古墳 1基 II II 

II II 平田 風呂屋川遺跡 畑、 1,200m' 試掘、施工可

友田第二 阿山町 •32.4 

！ I ，名張11北部 名張市中村 •33.5 

II 14.4 

相野谷 紀宝町 11.0 

（註 ＊印は夏季施工）

県営圃場整備事業地発掘調査遺跡

向耕地戸斤 遺 焙 名 地 区 工 法 試 掘 本 調 査

四 大木ノ輪遺跡 鈴鹿第 2 排水路、削平 1 1月上旬 排水路 2 0 Om 
2月 II 1,000 

日 双ツ塚遺跡 安 塚 削平 II 畑 地 600 

市 深 田 遺 跡 ／／ 表土扱い 1 1月中旬 水 田 800 

北 浦 遺 跡 安濃JII右岸 削平 1 1月上旬 畑 地 1,000 
津
掘 田 遺 跡 豊 地 排水路 II II 500 

l 松阪 西 出 遺 跡 上御糸 表土扱い 6月上旬 水 田 1, 8 DD 

東 裏 遺 跡 多 気 削平 ／／ 畑 地 1, 5 DOI ' 
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上
北 山 遺 跡 上野西部 削平 1月下旬 水 田 360 

朝 屋 遺 跡 II 削平 II 畑 地 1 4 0 

堂垣内遺跡 大山 田 削平 6月下旬 ／／ 1 0 0 

西谷古墳群 ／／ 削平 1 1月上旬 ／／ 

野
平 林 古 墳 削平 ／ヽ

} 1, 5 0 0 

” II 

3. 道路改良・河川改修と埋蔵文化財

近年の公共事業の増大に伴い、埋蔵文化財の保護をはかるため県土木部道路建

設課・都市計画課・ 河川課との協議を数年来継続中である。本年度当初の紹会に

基き、工事計画予定地域内の文化財分布調査等で新に 8遺跡の所在について確認

した。そのうち一部試掘調査を経て今後本調査を実施予定のものもあるが、大半

は事業実施が数年後に予定されているので、計画変更等について協議中になって

いる。

昭和 53年度県土木部新規協議遺跡

導土木斤 事 業 名 遺 跡 名 所 在 地 備 考

桑 多度香取線 多度小学校遺跡 多度町小山字西天王平 2499

（多度駅前線） 尾津平古墓遺跡 II 小山字尾津平

名 （抽井小山線）

鈴鹿 白木西町線 若 山城址 亀山市若山町字古城

津
豊里久居線 小丹古墳 津市上浜町 6丁目

II 峯治城址 II 一身田町上津部田字ヲノ坪

松阪 芽原生首線 笠松遺跡 勢和村丹生字笠松

志 安乗港線 国府城址 阿児町国府字御屋敷 32 1 7 

摩 殿畑遺跡 II II 字殿畑他 本調査予定

茶地岡向井線 向井遺跡 尾鷲市向井町 試掘済み
尾
熊野灘臨海公園 豊浦氏館址 紀伊長島町三浦 現状保存

II 比畿遺跡 // 古里
鷲

II 道瀕製塩遺跡 II 道瀕 無届破壊

4. 事前協議の徹底

各種土木工事計画と埋蔵文化財保護との協議は、当該地の遺跡の現状について

遺跡地図、遺跡台親との照合だけにとどめず、現地調査による遺跡の有無の確認

につとめている。県関係事業については関係課に対する年度当初の照会により現
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地を確認し、保護について協議している。民間企業の事業については各市町村教

育委員会がそれぞれ事業者に事前の現地調査の実施に協力を求め、県文化財調査

員に依頼の上、実施している。

また事前協議の徹底については、庁内関係課による文化財保護連絡会議、各教

育事務所毎の文化財保護連絡会の開催により、関係機関に要請している。

三重県文化財保護連絡会議事項

日時 昭和 53年 8月 11日（金）午后 1:3□~ 4:00 

場所 合同ビル 6階第 6会議所

事 項 1. 開会のあいさつ

2. 斎王宮跡の保存について

3. 公共事業と埋蔵文化財の保護について

4. 事前協議の強化について

5. その他

6. 閉会挨拶

昭和 53年度文化財保護連絡会開催要項

1. 趣旨

開発事業にかかる埋蔵文化財の取り扱いについては、昭和 48年 7月 1D日

付教文第 353号で三重県教育委員会教育長が各市町村長ならびに各市町村教育

委員会教育長に通知したところであるが、連絡を強化し事前協議等における文

化財の確認、事務を円滑に行ない文化財保護を確立する。

2. 開催計画

教育事務所 開 催 日 教育事務所 開 催 日

北 勢 6月30日（金） 上 野 6月19日（月）

中 勢 6月29日（木） 尾 鷲 7月 6日（木）

松 阪 6月20日（火） 熊 野 7月 7日（金）

南勢志摩 6月21日（金）

（各地区開催時刻 1 3時30分）
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3. 出席予定者

各地方振腿事務所

（各県事務所）

各農業事務所

各耕地事務所

各林業事務所

各土木事務所

4. 協議内容

各教育事務所

各市町村開発関係課

各市町村教育委員会

三重県教育委員会

(1) 開発にかかる埋蔵文化財の取り扱いについて

。 各種関発事業と埋蔵文化財の保護について（昭 52年度）

。 各種開発事業計画と埋蔵文化財について（昭 53年度）

県・市町村の開発事業計画を中心として

(2) 各市町村における文化財の現状と保護について

(3) 遺跡地図の配布と説明について

(4) その他
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II 埋蔵文化財保護態勢の強化

1. 発掘調査事務所の設置

一年間以上継続して調否を行なう場合には、その円滑化をはかるため、現地に

調査事務所を設置している。ただしこれは県教育委員会規則等によって位置づけ

られるものではないが、調査事業の推進とあわせてその地域のその他の県関係事

業にともなう調査及び市町村主体調査の指導にあたった。

斎王宮跡発掘調査事務所

所在地 多気郡明和町斎宮公民館内 (54年 3月まで）

（電） 05965-2-1732 

調杏概況 「斎王宮跡の保存と調査」及びi3 「緊急発掘調杏の概要」

（昭和 54年 4月から斎宮跡調査事務所を開設）

月 県関係事業
市町村指戸導 I 

0県営ほ場整備事業上御糸・多気地区現場立 0明和町中央公民館展示会展示

4 合 圏道路予定地（明和町坂本地区

査

5 0明和町粟垣内遺跡発掘調査

6 0県営ほ場整備事業西出遺跡発掘調査

7 

゜
II II 

8 

゜
II ／／ 0明和町戸経 1号墳発掘調査指導

， 
10 

11 

12 
0県営ほ場整備事業斎宮地区発掘調査 0斎王宮跡個人住宅新築地発掘調査

(22-1次.2次調査） (21 -1次.2次調査）

1 0同上 (21-3次.4次調査）

2 
0県営ほ場整備事業斎宮地区発掘調査

(22-3次調査）

0斎王宮跡個人住宅新築地発掘調査 (21-

3 8次.9次調査）

0小俣町離宮院跡発掘調査指導
-」
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荘遺跡発掘調査事務所

所在地 度会郡二見町荘字小中野 （電） 059643 -4751 

調杏期間 昭和 53年 5月から 10月

調査概況 Ill . 3 「緊急発掘調査の概要」参照
（現地調査終了により 11月に事務所閉鎖）

月 国、県関係事業 市 町 村 指 導

6 0県営圃場整備事業多気郡河田、東裏遺跡調
l 
7 査

0二見町字荘地区個人住宅建築現場立合 1件

11 0二見町大字三津地区個人住宅建築現場立合

2件
， 

0県営圃場整備事業、津村・上野・円座•佐 0二見町大宇山田原・荘地区11'l人住宅建築口
12 
八地区遺跡分布調査 場立会2件

北堀池遺跡発掘調査事務所

所在地 上野市守田町（国道 368号大内橋北詰）

（電） 05952 -4 -0079 

調査期間 昭和 53年 7月から昭和 54年 3月

調査概況 lll . 3 「緊急発掘調査の概要」参照

jI 月
国 ・県関係事業

0県営圃場整備事業 大山田村里ノ垣内遺跡

堂垣内遺跡・富岡古墳試掘

10県営圃場整備事業 上野市南部比自岐地内
4 I 試掘

0木津川改修工事事業矢田川改修工事事業

下郡遺跡調査 (2月着手）

0県営圃場整備事業 上野南部比自岐・王塚

古墳トレンチ調査
5 
0東海農政局国営総合農地開発事業青蓮寺地

区予野地区試掘

0昭和 52年度 北堀池遺跡発掘調査報告会

6 I 
・講演会
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1月 漿 関 係 事 業 市 町 村 指 導

0県営圃場整備事業立会、上野市王塚古墳、

上野市西部・南部地区 大山田地区

7 0県営圃場整備事業、大山田村堂垣内遺跡調

査 (~8月）

0下郡遺跡誤査概報作成 (4月から）

8 0広域應道路青山町塚原遺跡試掘

0県営圃場整備事業、上野市比自岐・片岨古 0阿山町植松城跡現地立会保存協議， 
墳試掘 0上野市小廻り占窯址調査

I 
0下郡遺跡範囲確認調査(~1 1月） 0伊賀町町史編纂事業

0東海農政局国営総合農地開発事業、青蓮寺

10 地区・高塚地区試掘

0県営圃場整備事業、大山田村西谷 2号墳試

掘・風呂屋川遺跡試掘

0県営圃場整備事業、大山田地区分布調査

11 0県営圃場整備事業、大山田村西谷遺跡、西

谷古墳群禍査(...._,1 2月）

0県営圃場整備事業、上野市南部王塚古墳卜

12 
レンチ調査

： 

0県営圃場整備事業、上野市西部大辺神社跡

測量
I 

0県営圃場整備事業、大山田村平林 1号墳調 0上野市猪田、農協事業用地 唐木谷遺跡調

査 (~2月） 査

0県営圃場整備事業上野市西部大辺神社跡

トレンチ調査、同神ノ木館跡調査・測量、

1 内屋敷遺跡試掘

0県営圃場整備事業上野市西部内屋敷遺跡調

査、同北山遺跡試掘

0東海農政局国営総合農地開発事業青蓮寺地

区、上野市予野地区立会

2 0県営圃場整備事業上野市西部北山遺跡調査 0上野市千歳宮ノ森遺跡調査

0東海農政局国営総合農地開発事業青蓮寺地
3 
区分布調査
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2 三重県文化財調査員の設置

文化財保護法第 105条の 2の規定による文化財保護指導委員は、 「三重県文化

財調査員」として設置している。従来は、県教育長の委嘱によっていたが、本年

度からは地方公務員法第 3条第 3項第 3号の規定による特別公務員として位置づ

けられ、公立学校教旦は兼務として各教育事務所に所属し、任務の遂行にあたっ

た。また四日市市、津市においては独自に文化財パトロール貝を委嘱し、文化財

保護につとめた。

3. 文化財パトロール

昭和 53年度の文化財パトロールは、三重県文化財調査員 42名に依頼して実

施した。前年度に比較して文化財調査員配置の地域的な疎密の是正を配慮したが、

不十分であった。福広い文化財保護活動を続けていくためには、今後の課題とな

る。

(1) 開発事業と文化財パトロール

巡視対象文化財のうち、埋蔵文化財の数が最も多く、開発事業による破壊

に常に直面している。巡視結果報告に基づき、直に関係市町村教育委員会に

連絡し文化財の保護に努めているが、今年度もそうした再三の努力にもかか

わらず地元住民の文化財に対する無理解により、事前調査もなく松阪市の高

田古墳群 2基が破壊された。一方、県営圃場整備事業にか入る埋蔵文化財は、

協議により計画変更し保存が図られたケースも多い。この他、県道、林道改

良工事地域の文化財の巡視結果に基づく事前協議により員弁郡北勢町の権現

坂遺跡、志摩郡阿児町の殿畑遺跡では試掘調査を実施した。次のように開発

事業地域のパトロール活動は文化財保護にとって重要である。

(2) 文化財の実態確認と文化財パトロール

今年度の新発見遺跡は、約 80件であり、周知の遺跡の再確認により追加

訂正されたものも多いので、遺跡地図、遺跡登録カードの整備に活用してい

る。
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(3) 文化財保護思想の普及と文化財パトロール

上述したことく、松阪市の高田古墳群にみる無届破壊は、年々滅少してい

るものの、なお後をたたない。しかしながらこうした文化財パトロール活動

を通じて、調査員の資質の向上をはかるとともに、文化財の所有者や関係機

関および地域住民に対して、文化財保護思想の普及と適切な指導と助言をは

かり、文化財保護に努めていくことは着実に浸透している。

昭和 53年度三重県文化財パトロール実施要項

1. 趣旨

近年の急激な開発の中で敏速かつ的確に文化財の状況を把握するとともに、

適切な処骰を講じ、文化財保護の万全を期する。

2. 調査内容

調査は、各地区に所在する記念物・ 埋蔵文化財を主とし、必要に応じて、そ

の他の文化財の現状．管理および環境保全の状況等について行う。

3. 調査期間

昭和 53年 5月 1日～昭和 54年 3月31日

4. 調査員

三重県文化財調査員のうち 42名（別紙〇印・付篇参照）

5. 事業の実施について

(1) 事業は各教育事務所が執行するものとし、各教育事務所長は、実施計画書

（様式 1)を 2期にわけて、三重県教育委員会文化課長に提出する。

(2) 文化財パトロールは、三重県教育委員会が委嘱した文化財調査貝が、前項

実施計画書に基づき実施する。

(3) 文化財調査員は、文化財パトロール実施報告書（様式 2)を毎月末までに、

各教育事務所長に提出し、各教育事務所長はとりまとめて翌月 10日までに

文化課長に提出する。なお、緊急事態が発生した場合は、電話その他の方法

により、すみやかに、閑係教育事務所に報告する。

(4) 各教育事務所長は、緊急事態の状況に応じて文化課長に連絡する。

(5) 文化課長は、前項の事情により、早急に文化財パトロールカーを出動させ、
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文化財の保護対策を講じる。

(6) 事業の執行にかかる経費は、 2期にかけて予算を令逹する。各教育事務所

長は、全事業終了後すみやかに実績報告書（様式 3 . 省略）を三重県教育委

員会文化課長に提出する。

(7) その他必要な事項は、そのつど指示する。

＜様式 1......... B 5判＞

文化財パトロール

実施計画書

月 日 調査員名 パトロール地区 内 容 備 考

、

）
日

日

月

月

年

l
年

和

和

昭

昭

9

I

 

昭和 53年度 文化財パトロール実施状況

程 IJ重建要文造｛頃物ォ 史跡 名勝 天釈己念然物 埋文化蔵財

罪農
処 理 内 容

147 (203) 23 (63) 3 (8) (23) (75) 8175 

摘 ;'( 処 lゞ 処 ／ゞ 処 Iゞ 処 1{ 処 事
卜 卜 卜 卜 卜
ロ 理 ロ 理 ロ 理 ロ 理 ロ 理
I I I I I 務 文化財名 内 容Jレ 件 Jレ 件 Jレ 件 Jレ 件 Jレ 件

月 件
旦 件数 は は別 要 数 数 数 数 数 数 所

4 月 1 

南志 国府城址 現地立会、試掘調

II 殿畑遺跡 査(54年3月）
6 月 3 1 2 22 4 

／／ 妙音寺館址 協議中

中勢 大角遺跡 町教委へ連絡
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種月1J建正要造文化物財 史跡 名勝 天言己念然物 埋文化蔵財

処 理 内 容
｛対牛象梵 m甕 23 (63) 3 (8) 23 (75) 8175 
摘 ;{ 処 ノゞ 処 Iゞ 処 Iゞ 処 ノゞ 処 ~ 
卜 卜 卜 卜 卜
口 理 口 理 口 理 ロ 理 口 理
I I I I I 務 文化財名

旦＼要

｝レ 件 ｝レ 件 ）レ 件 ル 件 Jレ 件
件 件 件 件 件

数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 所

7 月 1 26 1 中勢 長谷山古墳群
かからず

月
松阪 高田古墳群 市教委へ連絡

8 3 4 61 2 
北勢 権現坂遺跡 試掘調査実施

市教委、無届破壊

， 月 8 1 30 1 松阪 高田古墳群 (1月）裁判所に

申告

10 月 18 1 南志 松本遺跡

町教委へ連絡 杏せ I 中勢 安濃川右岸、 北浦遺跡は本淵
粟加田端上野

実施
11 月 24 7 1 34 

2r勢

地区

出屋敷南遺跡 現地立会、畑寄

保/{ ―-, I 
12 月 1 27 

月
中勢 間馬願遺跡 現地立会、畑寮せ 1

1 2 36 1 ! 
（仮称） 保存

恨人住宅建設のた

2 月 2 30 1 松阪 八重田25号墳 無届破壊、市教委

からも連絡

3 月 3 

合計
総パトロール件数 3 4 8件

I 

41 

゜
10 

゜
4 

゜
5 

゜
288 13 

総処理件数 1 3件

四日市市文化財パトロール調査員

調 査 員 所 属 住 所

安田 日出麿 三重平中学校

高川 晃 常磐小学校

片岡雅章 県立四日市南高校

山下雅春 朝日町立朝日小学校

樋尾重雄 昌危合箭三ム屈
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I 

ノ刀＼ 担 地 区 調 査 員

A 地 区 保々、下野、八郷、大矢知、富洲原、富田 山下・樋尾

B 地 区 県、三重、神前、羽津、海蔵、橋北、旧市 安田・高川・山下

C 地 区 桜、川島、四郷、常磐、日永、塩浜 片岡・高川・安田

D 地 区 水沢、小山田、内部、河原田 片岡・樋尾

（註 「四日市市文化財パトロール要項」は、「三重県埋蔵文化財年報 7」昭和 51年度版 1977.3 

を参照）

津市埋蔵文化財パトロール

調 査 員 所 属 住 所

岩田直衛 長 島 高 校

生駒 勝 津女子高校

河合良成 橋南中学校

和田 勉 ／／ 

高 士洋幸 櫛形小学校

三重大学歴史研究会原始古代史部会

津高地歴クラブ（顧問福江克明）

律西高郷土史クラブ( II 栗本俊雄）

II 地歴クラブ (II 徳井賢） I 

4. 埋蔵文化財発掘技術者研修

埋蔵文化財の調査に関する専問的知識と技術の研修事業は、昭和 42年度以来

来、学校教員を対象とし、夏期に県外研究機関に派遣して行なってきた。本年度

は、県外派遣 5か月、県内研修 5か月、前後 9か月間実施した。研修者は次の通

りである。

松鹿昭二

田村輝之

（県立名張高校教諭）

（上野市立丸山中学校教諭）

昭和 53年度埋蔵文化財発掘技術者研修実施要項

1. 目的

埋蔵文化財の発掘調査および保存についての専門的知識と技術の習得につと

めようとする者を、県外の埋蔵文化財関係研究機関に派遣し研修を受けさせ、
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さらに県内発掘調査遺跡において現地実習を行ない、埋蔵文化財の保護体制の

強化に資することを目的とする。

2. 主催

三重県教育委員会

3. 期間

県外昭和 53年 7月 3日から 9月 28日まで

県内 昭和 53年 9月 29日から 12月 25日まで

4. 場所

奈良県奈良市佐紀町 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター

県 内県営ほ場整備事業地発掘調査遺跡現場

5. 研修人員

2名

6. 参加資格

県内の小中高校の教職員のうちで、考古学、歴史学に造けいが深く発掘調査

の経験を有する者

z 研修内容

(1) 講議

総論文化財の保護

各論史跡．埋蔵文化財保護の現状

(2) 実習

発掘調査方法 調査計画・墳墓・集落• 生産所・ 窯．都城・官街

寺院跡の調査

遺物調査方法 実測原理・土器・土披品・石器・木製品・瓦の観察

と整理・木簡・人骨・植物遺体の調査

関係学概説・建築構造・測量・保存科学・文献

報告書作成方法

発掘技術実習 測量実習 遺跡実測実習

写真撮影実習 遺物保存処理実習
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9. その他

(1) 研修参加者の研修旅費は、県の規程にしたがって支給する。

(2) 研修参加者は、研修終了後、 1 0日以内に研修結果を三重県教育委員会教

育長に報告すること。

(3) 研修を修了した者には、修了証書を交付する。

昭和 53年度埋蔵文化財発掘技術者県内研修計画

l 目的

埋蔵文化財の発掘調査および保存についての専問的知識と技術を習得し、埋

蔵文化財の保護体制の強化に資することを目的とする。

Il 期間

昭和 53年 9月 29日~1 2月 25日

ll1 場所

北堀池発掘調査事務所および現場

N 研修者氏名

松鹿昭二 県立名張高等学校教諭

田村輝之 上野市立丸山中学校教諭

v 研修日程

別紙(1) (省略）

VI 研修内容

発掘調査作業実習

遣構実測の実習

遺跡地形測量の実習

大型カメラによる写真撮影の実習

発掘資料の整理登録システムの実習

遺物実測の実習

報告書の作成方法

遺跡の踏査の実習
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5. 埋蔵文化財担当係の研修

三重県埋蔵文化財担当者会議

県市町村教育委員会の専任担当者の研修会でもある。県 14名、市町村 12名

の全員参加を原則とし、開催地を順次交替して行なっている。行政上の諸問超、

調査上の課起等について意見交流をはかり研修につとめた。

開 催 日 開 催 地 見 学 地 I 
5 3. 4. 2 7 県庁第 7 会議室

5 3. 6. 1 6 鈴鹿市中央公民館 末野c遺跡、椎山中世墓址他

5 3. 8. 7 見 町 役 場 荘遺跡他

5 3. 1 0. 6 津市橋北公民館 川北城址他

5 3. 1 2. 1 4 名張市勤労者福祉会館 白早稲遺跡他

5 4. 2. 1 3 松阪市社会教育センター 市立歴史民俗資料館、宝塚古墳他

近畿府県技師会

昨年度から実施している技師会で、近畿 7府県及び市町村の埋蔵文化財担当技

師等による情報交換等を中心とした研究のための開催地交替制の会議である。各

地の発掘結果のスライド映写説明及び地元の文化財の見学会を行なった。

期 日 開催日 備 考

昭和 53年 9月30日~10月1日I和歌山県洲本市 I県 2名、名張市 2名参加
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III 緊急調査の現状

1. 斎宮跡の国史跡指定と調査

昭和 45年 6月の斎宮跡古里地区（古里遺跡）の調査以来8か年を経過した斎

宮跡の調査と保存問題は、幾多の未解決な課題を残しながらも、全地権者633名

の 75 %近くの同意を得て、昭和 53年 9月、明和町から文部大臣宛に「斎王宮

跡国史跡指定申請書」として提出される運びとなった。同年 10月には国の文化

財保護審議会は「斎宮跡」の名称により、文部大臣に国史跡指定を答申し、翌昭

和 54年 3月、官報告示された。この間、地元関係 8地区と県、町との度重なる

協議が続けられ、史跡指定後に想定される諸問題について論議された。

昭和 53年 11月には、大字斎宮字御館及び柳原において、初めて面的な発掘

調査に着手することができた。斎宮跡の解明の本格的な第 1歩を踏出すことにな

ったわけである。この他、調査としては、県営圃場整備事業及び個人住宅新設に

伴う事前調査も合せて行なった。なお従来は発掘調査箇所の呼称には00トレン

チあるいは00地区と称してきたが、従来の調査箇所もふくめて、今後は整理上

DD次調査と呼称することとした。

昭和 53年度 斎宮跡国史跡指定問題協議経過

三重県・三菫県教育委員会 明和町・明和町教育委員会

1 3・指定促進打合せ会、県文化課、町、町 1・「斎王宮跡の保存について」のパンフレ

教育委員会、於町役場 2 0・知事と語る会、 ット配布 5・中勢南部県民局協議、於県民

4 於町中央公民館 2 7・ 企画調整部、文化課、 局 1 2・文化庁記念物課協議、於記念物課

町、町教育委員会協議、於町役場 2 6・ 第5回斎王宮跡対策協議会 2 7• 斎

王地区斎王宮説明会

2 2・斎王宮跡保存に関する地元要望、県の 9・牛葉地区斎王宮懇談会 1 5・ 第6

処理方針（案）等について協議（企画課、文化 王宮跡対策協議会 1 6・ 明和町斎王宮

課） 2 4・指定促進打合せ会、県文化課、町、
5 
町教育委員会、町議会特別対策委員会、於津 業経済課長、教育長、社会教育課長）

市吉田山会館 •町議会斎王宮跡保存特別対策委員会

•第 7 回斎王宮跡対策協議会
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三菫県・三璽県教育委員会 明和町・明和町教育委員会

1・文化課に斎王宮跡担当主幹の配置 1 3 1 5• 第 8回斎王宮跡対策協議会 2 0・ 牛

・斎宮地区県営ほ場整備事業協議（県企画調 葉地区斎王宮総集会 2 2・ 第9回斎王宮跡

整監室、企画監、文化課、中勢南部県民局、地 対策協議会 2 6 ・斎王宮跡対策協議会代表

方振興事務所、耕地事務所、町、町教育委員 委員会 3 0・斎王宮跡対策協議会「斎王宮

会、土地改良区、於町中央公民館） 1 7・ 跡保存に関する陳情書」を県教育長に提出

斎王宮連絡会（県文化課、町、町教育委員会、

於町役場） 1 9・斎王宮跡保存問題に係る

連絡調整ー事業調整会議予備会議（企画監、

企画課） 2 8・斎王宮連絡会（県文化課、

町、町教育委員会、於町役場） 3 0• 県文

化課、町、町教育委員会、町議会、対策協議

会協議、於県庁） 0斎王宮跡の保存に係る

基本的な考え方（案）検討（企画監、企画課、

地方課、総務課、文化課）

1・斎王宮跡保存連絡会議一斎王宮跡の保存 7・斎王宮跡対策協議会「斎王宮跡保存に関

に係る基本的な考え方（案）協議（中勢南部 する陳情書」を文化庁に提出、町、町議会と

県民局、地方振輿事務所、文化課、教育事務 ともに陳情 8 • 第 10回斎王宮跡対策協議

所、町、町教育委員会、於県民局） 3 • 斎 会 1 1・文化庁記念物課、町教育委具会協

王宮跡の保存に係る基本的な考え方（案）協 議、於記念物課 1 7・ 第 11回斎王宮跡対

議（文化庁記念物課、県文化課、於記念物課）策協議会 1 9・「斎王宮跡保存に関する陳

7 ・斎王宮跡対策協議会「斎王宮跡保存に関 情書」の文化庁、県教育委員会回答を全戸配

する陳情書」の回答（県教育長） 1 0・ ぽi布 2 3・ 竹川地区斎王宮懇談会 2 4・ 町

王宮跡の保存に係る基本的な考え方」を事業 議会斎王宮跡保存特別委員会 2 5・ 坂本地

調整会議に提案（企画調整部、総務部、農林 区斎王宮懇談会 2 6・斎王地区斎王宮懇談

水産部、土木部、教育委員会、中勢南部県民 会 2 8・ 北野地区斎王宮懇談会

局、於三重県勤労者福祉会館） 1 4・斎王

宮跡対策協議会「斎王宮跡保存に関する陳情

書の回答」（文化庁記念物課長） 1 8・ 斎

王宮跡保存顕彰三重県議員連盟、平城宮跡、

飛鳥古京視察

1 0・斎王宮連絡会（県文化課、町、町教育 2・斎王地区、史跡指定同意書を町へ提出

委員会、於町役場） 1 2・県教育長職務代 4 • 町議会「斎王宮跡の史跡指定に同意する
s I 
理者教育次長、町長宛「斎王宮跡の保存につ 決議」「斎王宮跡の史跡指定に同意する地権

6
 

7
 

いて」史跡指定申請書提出依頼 1 4・斎王 I者並びに地域住民の条件を支持する決議」
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三重県・三重県教育委員会 明和町・明和町教育委員会

三三：:: 三=~1~::三竺：こ：り:'.i 地方振輿事務局、文化課、教育事務所、町、 地方課、町、町教育委員会協議北野地区斎

8 I町教育委員会、於町役場） 2 5・史跡指定
申請協議 県文化課、町教育委員会、於文化

課） 2 8・ 史跡指定申請協議（文化庁記念

物課、県文化課、於記念物課）

王宮懇談会 2 0・ 竹川地区、史跡指定同意

書を町へ提出 2 3・ 坂本地区、史跡指定同

意書を町へ提出、町斎王宮プロジェクト調整

会議 2 8・県知事・県教育長宛「斎王宮跡

国史跡申請にともなう要望書」提出

5・「斎王宮跡の保存にかかる基本的な考え 6 • 町議会斎王宮跡保存特別委員会 8 • 第

方」について事業調整会議、於三重県合同ヒ,, 1 2回斎王宮跡対策協議会 1 1・文部大臣

ル県知事・町長、斎王宮跡の保存について 宛「斎王宮跡国史跡指定申請書」を町長、県

協議 1 1・斎王宮跡保存顕彰三重県議員連 教育長に提出

盟副会長会 13・ 町長宛「斎王宮跡の国史跡

申請にともなう要望書について」県知事回答

文化庁長官宛「斎王宮跡の史跡指定申請につ

いて」県教育長副申、 「斎王宮跡の保存にか

かる基本的な考え方」を発表 1 9・斎王宮

跡調査指導会議、於三重県合同ビル

2 0・斎王宮跡保存推進連絡会議、（中勢南 1 2・斎宮地区出身町議会議員懇談会 1 6 

部県民局、地方振興事務所、耕地事務所、県 ・斎王宮プロジェクト調整会議 2 3・ 町議

文化課、教育事務所、町、町教育委員会、於 会斎王宮保存特別委員会 2 4・参議院文教

10 I県民局） 2 4・参議院文教委員視察 2 7 委員会宛「斎王宮跡の保存について」町長、

• 国文化財保護審議会、文部大臣に斎宮跡の 町議会議長陳情、於町役場 2 9・中町地区

国史跡指定の答申 斎王宮懇談会 30・ 第 13回斎王宮対策協

，
 

議会

11 

1・斎王宮跡保存推進連絡会議、於中勢南部 6 • 県議会文教常任委員宛「陳情書」を町長

県民局 6 • 県議会文教常任委員視察 1 4 提出、於町役場 1 5・牛葉地区斎王宮懇談

・斎王宮連絡会、於町中央公民館

2 0・斎王宮跡保存推進連絡会議（中勢南部

12 I 
県民局、地方振興事務所、耕地事務所、県文

化課、教育事務所、町、町教育委員会、土地

改良区、於町役場） 2 2・県副知事・町長

宮

王

宮

4

会
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王
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三重県・三重県教育委員会 明和町・明和町教育委員会

「斎王宮の保存にかかる業務分担について」 斎玉宮跡保荏顕彰三重県議員連盟、県総務部、

合意書締結 2 5・斎王宮跡保存推進連絡会 県教育長宛「要望書」を町長提出、於県庁

12 議（地方振興事務所、耕地事務所、県文化課、 2 6・ 第 1回斎宮跡対策委員会選考委員会

町、町教育委員会、土地改良区、関係部落、 1 

於町役場） 2 7・県教育委員視察

(54) 5・斎宮跡調査事務所用地造成着手 2 2・ 4 • 第2回斎宮跡対策委員会選考委員会

1 斎宮跡保存対策協議（県文化課、町教育委員 1 7・ 県知事宛「陳情書」町長提出、於県庁

会、於町中央公民館） 2 9・ 第3回斎宮跡対策委員会選考委員会

5・斎宮跡保存対策協議（県文化課、町、町 1 0• 第 4回斎宮跡対策委員会選考委員会

教育委員会、於町中央公民館） 1 8・斎宮 1 6・ 町議会斎宮跡保存特別委員会 1 8・ 

2 跡発掘調査現地説明会 2 0・斎宮跡調査指 第5回斎宮跡対策委員会選考委員会 2 4・ 

導会議、於斎宮 斎宮跡対策委員会発足 2 8・斎宮跡対策委

員会第 1回常任委員会

2・斎宮跡調査事務所建設着手 2 7・斎宮 12・斎宮跡対策委員会第2回常任姿員会］

3 跡の国史跡指定の官報告示 2 0・ 第2回斎宮跡対策委員会 2 7・ 第

回斎宮跡対策委員会

2. 大規模開発地域遺跡分布調査

安濃川遺跡群他遺跡分布調査

公共事業の大型化に対応して埋蔵文化財の保護を計るため、昭和 52年度から

国庫補助事業として実施した。本年度は前年に引続き農業碁盤整備事業地域のう

ち、県営圃場整備・団体営圃場整備・緑農住区埜盤整備・農村基盤総合整備・同

パイロット・同モデル等の計画地域の 1379• 6haについての遺跡分布調査を実施

したが、文化財パトロール事業と補完関係にあるため調査報告が重複する場合も

多い。

調査上の問題点としては、圃場整備事業計画地域の設計図作成が関係各耕地事

務所と地元土地改良区との折衝後に提出されるため、とくに秋季施工地域につい

ては既に植付が終了していて調査が畑作部分に限定され水田部分に及ばない点な

どが指摘された。

―-22-



昭和 53年度 大規模開発地域遺跡分布調査実施要項

1. 調査の目的

農業基盤整備事業地域内の埋蔵文化財の分布調査を実施して、遺跡分布地図

原図を作成し、その複製を農林水産部などの関係機関に配布することにより埋

蔵文化財の周知徹底をはかるとともにそれらの保全につとめる。

2. 調査の組織

1)  調査主体 三重県教育委員会

2) 調査員 三重県文化財調査員（別紙 2 . 省略）に依頼する。

3) 調査協力機関 各教育事務所、各市町村教育委員会、三重大学歴史研

究会、皇学館大学考古学研究会

3. 調査の期日と調査の内容

第 1回調査 昭和 53年 7月 2日（土） 昭和 53年度農業関係各種公

共事業地内における分布調査

の実施

第 2回調査 昭和 53年 8月 26日（土） 畑地、樹園地を中心として周

知の遺跡の現状

8月 27日（日） 確認と未発見遺跡の検出の分

布調査の実施

第 5回調査 昭和 53年 12月 26日（火） 水田を中心として周知遺跡の

4. 調査の場所

（省略）

5. 調査の結果の報告

1)  埋蔵文化財の所在地と範囲を記入した地図

2)  大規模開発集中地域遺跡分布調査報告

現状確認と未発見遺跡の検出

の分布調査の実施

第 1回～第 3回調査による結果の集約およびまとめについては、 1月下旬頃に

打ち合せ会として開催する予定です。
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6. 調査費

報償費および旅費を支給する。

7. その他

（調査年度及び対象地域）

年 度 調査対象事業地域

昭和 52年度 農業甚盤整備事業地域 （終了）

II 5 3 II II （ II ） 

II 5 4 II 道路改良事業地域 （予定）

II 5 5 II 治山治水事業地域 （ II ） 

／／ 5 6 ／ヽ 都市計画土地利用地域 （ II ） 

II 5 7 II 農村工業導入地域及び工場適地 （ ／／ ） 

大規模開発集中地域遺跡分布調査報告

調査地区

調査年月日 昭和 年 月 日

調査員氏名

名 称
： 

； 所 在 地 概 況

! 
分

布 i 
i 

調
｝ 

査

の

結

果

報

告 ! 
I 

I 

備 考
I I 
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3. 緊急発掘調査の概要

本年度は、関係土木工事等事業件数 41件、発掘調査遺跡総件数 48件、総経

費約 2億 2000万円の発掘調査が実施された。各種土木工事に伴う事前調査が大

半をしめ、しかも圃場整備事業等の農業基盤整備事業によるものが 17件、国県

市町村道路関係が 8件であるように、公共事業によるものの多いことが特徴にな

っている。事業協議の徹底により工事計画・エ法等の再検討を経て極力遺跡の現

状保存につとめているが、事前調査終了後、大半のものが消滅している。現地調

査後の出上品整理、報告書作成については、本年度も積み残されたものが多い。

調査結果の公開のために、その打開策が要請される。

権現坂遺跡△（員弁郡北勢町東村字今村他）

事業名 国道 365号線改良事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 53年 8月

調査面積 1 5 0 m2 

概 要 員弁川右岸の標高約 106 mの台地突端部 (A地区）と、その東南約

800 mの標高約 78 mの洪積台地 (B地区）に、合計 18箇所の試掘拡を設定

した。両地区ともに明瞭な遺構はなく、攪乱状態で若干の遺物が出土した。 A

地区では、晩期縄文式土器の浅鉢、深鉢、磨製石斧、チャート剥片、須恵器杯

山茶椀、山皿、土師器、須恵器、常滑甕、天目椀がある。

大膳寺跡~(四日市市南いかるが町）

事業名住宅地化、重要遺跡確認

調査主体 四日市市教育委員会

調査期間昭和 53年 7月~1 0月

調査面積 2800 m2 

概 要 垂坂丘陵の中央部、米洗川右岸の標高 15 ~ 2 0 mのなだらかな東南

斜面に位置する。
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本年度の調査は、第 2年次調査として昨年度調査地の北 (X地区）及び東方

部分 (D地区.E地区.J地区）の約 2450面と別件事業の排水溝 (u字溝）

敷設部分約 350面を調査対象地とした。調査の結果、掘立柱建物址 4棟と竪穴

住居址 1棟、その他溝址、土坑等の遺構を検出した。遺物としては、土師器、

須恵器、灰釉陶器、山茶椀等を検出した。灰釉陶器等は、調査地全体に広がっ

ている。特に寺院に関係深い瓦の検出地は、 J地区西部や地区に限られており、

昨年度の調査地に近接している。なお井詰遺跡に隣接する E地区の東部からは

石斧、石鋳も出土している。

中村遺跡（四日市市中村町字広ケ谷）

事業名 富田・山城有料道路新設工事

調査主体 三重県道路公社、四日市市教育委員会

調査期間昭和 53年 5月~7月

調査面積 1500 m' 

概 要 東名阪道路四日市北インターチェンジ北側の県道平津菰野線との取付

部分を調査対象地とした。遺跡は、朝明川の中流域の右岸、標高 37 m前後の

なだらかな東北斜面に位置し、長い間、畑作地として利用されて含た。検出さ

れた遺構として 7~ 9世紀にかけての掘立柱建物址 9棟と土址 1基、他に溝址

がある。建物は、須恵器、上師器が中心で、杯、こしきがみられる。

関氏正法寺山荘跡※（鈴鹿郡関町鷲山字カマエ）

事 名重要遺跡確認調査

調査主体 関町教育委員会

調査期間昭和 53年 7月~9月

調査面積 1000rn2 

概 要 今回の第 2次調査は、西南の小郭 (C区）土壇の西、南端の排水路、

石垣及び平坦地のトレンチ調査を実施した。 C区において、礎石をもった 2間

X 4間で三面に縁のつく建物跡 1棟のほか、石列、集石、門跡などが検出でき、

火災をうけた後に款地して再建していることが推定された。永正 14年銘のあ
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る墓碑の一部が出土した。石積みの排水路の残りは良好で、積石に多数の五輪

塔が使用されている。南端の石垣の残りはあまりよくないが、池状遺構に面し

ている部分には、犬走りがつくられている。

トレンチ調査部分については、一部で、石列、暗槃、瓦混在礫群などが検出

された。調査後に埋め戻しをしたが、 C地区については、礎石、列石の欠落部

に補充をし、ソイルセメント、砕石、小割石、芝張りなどを使って環境整備さ

れた。

川原井遺跡（鈴鹿市加佐登町字川原井）

事業名 水資源開発公団加佐登調整池建設事業

調査主体 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間昭和 54年 2月~3月

調査面積 2800面

概 要 本遺跡は、椎山川右岸の河岸段丘上にあり、一昨年調査された椎山中

世墓の対岸にあたる。現在調査中で、遣跡の全体像は不明であるが、奈良時代

後期～平安時代の布目瓦が 4か所で集中して出土しており（瓦溜りか）、他

に軒丸瓦、軒平瓦も数点ある。しかし現時点では、寺院遣構あるいはそれに関

連するものはまだ確認されていない。また、奈良～鎌倉にかけての土師器片、

灰釉陶器片（浄瓶など）、緑釉陶器片、山茶椀片も出土している。平安時代の

掘立柱建物も 8棟確認されている。

大木ノ輪遺跡※（鈴鹿市林崎町字大木ノ輪）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 5 3年 11月、昭和 54年 2 . 3月

調査面積 1000rn2 

概 要 水田地帯の中に幅約 1OOm、長さ約 1000 m程の細長い畑地上（かつ

ての自然堤防）に位骰している大遺跡で、今年度分は西端の排水路200面の調

m m 
査と来年度分の夏季施工地区の試掘調査 (2X 4、10 0箇所）を実施した。排
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水路については、弥生時代～古墳時代、鎌倉時代の遺物が出土したほか、断面

により条里制時の水田床面を確認した。遺構は不明。

試掘調査の結果は、畑地部分約50,000面が遺跡範囲で遺構、遺物を確認した

ため、この取り扱いについて協議中である。出土遺物は、弥生時代～室町時代

にわたり、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉、緑釉陶器、山茶椀、常滑焼など

多種多様である。中心が占墳時代から平安時代末までの一大集落址で、地方の一

政庁的な性格もうかがわれる遺跡である。

深田遺跡※（鈴鹿市東下垣町字深田、北浦）

事業名 県営園場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 11月～昭和 53年 12月

調査面積 1400m' 

概 要 鈴鹿川右岸、鈴鹿市の市街地より南東約 2.5 Kmに位置し、現況は水田

及び畑地である。標高 6m前後を計る。検出された遺構は、弥生時代中期後葉

の土拡 1、後期後半の竪穴住居址 5、占墳時代の溝址 5、土砿 1、奈良時代の

掘立柱建物址 1、時期不明の柵列状遺構等である。遺物は円筒埴輪片が多数を

占める。溝址から欠山期の土器が一括出土した。他に山茶椀、おろし皿、砥石、

土錘、鉄製品がある。

双ッ塚遺跡※（鈴鹿市柳町字中島）

且業名 県営園場整備

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 6月

調査面積 1000m' 

概 要 昨年度からの継続調査で、 D・E地区地区を実施した。遺跡は標高約

6 mの低台地縁辺部に位置し、 D地区は約 350m'、 E地区は約 650面である。

D地区の遺構は、 2X 2間 ・3X 6間の掘立柱建物址 2のほか柱穴と思われる

小ピットが多数あるがまとまりがなく、遺物は平安時代の灰釉陶器、須恵器、
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土師器、平瓦片がある。 E地区では、 A・B地区から続く弥生時代終末～古墳

時代前半頃と思われる溝址の西肩部のほか、平安時代の掘立柱建物址 4が

あり、そのうち 1棟は束柱を持つ 2X 2間の倉庫址である。このほか平安時代～

鎌倉時代の井戸址 2がある。遺物には、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、

山茶椀がある。

愛宕 1号墳（鈴鹿市愛宕町）

事業名土取

調査主体鈴鹿市教育委員会

調査期間昭和 53年 9月

調査面稽 1 0 m' 

概 要岸岡町の南の丘陵には、多数の古墳が存在する。本占墳は、一番南の

丘陵に位置し、愛宕神社の鎮座する場所が愛宕 2号墳（前方後円墳）であるが、

その直ぐ北に所在する。現況は、すでに、円墳の形状は無く、平坦地となって

いた。今回、この付近に、上取が行われることになり、念のため占墳が存在し

たと思われる場所に、十字形にトレンチ掘りを実施した。その結果、層序に何

の変化も見られず、周溝も検出されなかった。多分、戦時中、軍用施設の際に

破壊されたものと思われる。

末野 C 遺跡（鈴鹿市郡山町狩末野）

事業名 三交不動産U 住宅開発

調査主体 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間昭和 53年 5月～

調査面積 12,000 m2 

概 要本年は、西側 (CII地区、 10, OOOm2)と、調査事務所裏の、試掘坑を

拡張した地区 (Clll地区、 2000 m2)について調査を実施した。

C Il地区から、奈良時代、鎌倉時代の建物址が多数検出された。奈良時代の

建物は、ちょうど中央部に空間を設けて、約 20棟ほどが、とりまくように点

在し、一つの集落を形成しているように思われる。錬倉時代の建物は、調査地
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域全体に広く散在し、なかには 6X 4間、 7X 4間の規模の大きなものもある。

また、検出された約 15棟の建物址はすべて床束を持っている。

C ][地区からは、 5X 4間の東廂の建物のほかに、棟方向を同じくする、 3

X 3間の倉叶i址をはじめ、食良時代の建物址約 20棟と同時代の竪穴住居址が

重複しながら 3棟見つかっている。

北浦遺跡※（安芸郡安隈町田端上野字北浦）

事業名 県営園場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 5 3年 11月～昭和 54年 1月

調査面積 2700 m' 

概 要 標高約 30 mの舌状台地上に位固し、全域が畑である。水田との比高

約 6mのため削平開田により消滅するため調査を実施した。古墳時代では方形

竪穴住居址 1、横穴式石室 2がある。古墳のうち 1基は東に開口する無袖形式

で、金環 1、須恵器台付壷 1、杯蓋 2、杯身 2、土師器椀 1が出土し、 7世紀

前半のものである。奈良時代では、方形竪穴住居址 6、掘立柱建物址 5(全て

3 X 2間）がある。このほか、室町時代の中世墓 3があり、うち 1基は 1辺約

8 D cmの方形状小石室で、 供献用の山茶椀 1が出土した。他は楕円形土琺内

に川原石を埋め込んだものと、同様の土拡内に火葬骨と土師器杯 1、銅銭 6を

埋納したものである。

川北城址・川北遺跡（津市大里川北町）

事業名 U北村組、住宅開発

調査主体 川北城址調査団

調査期間昭和 53年 2月~1 0月

調査面積 5000 m2 

概 要 志登茂川左岸の栖高 30 mの丘陵上にある。前年の試掘調査の結果で

は約 25,000rri勺こわたり遺構・遺物の出土があった。今回は第 1次調査分とし

て遺跡の南西約 5,400rri汀こついて実施した。調査の結果、空堀と土塁にかこま
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れた郭跡 7か所と掘立柱建物址 43、門址 1などが検出された。郭跡は空堀で

大きな区画割をし、さらに土塁・段差などで小さく区切っている。建物址は比

較的小さい柱穴を持つものと大きいものとがある。小さい柱穴の建物は一定の

方向性を持ったものが多く、築城にあたってはある程度の企画性を持っていた

ものと思われる。出土遺物は鎌倉前期～室町前期にかけての山茶椀、山1Il1類が、

特に鎌倉後期～室町前期のものが中心である。その他中国製磁器類、施釉陶器、

銅鏡等が出土している。

垂水遺跡（津市垂水）

事業名 団体営圃場整備事業

調査主体 津市教育委員会

調査期間昭和 54年 1月

調査面積 19 6 m' 

概 要 相川左岸の丘陵斜面にある。分布調査の結果ではかなり広範囲にわた

り山茶椀等の遺物が散布していた。遺跡推定範囲 25600面に 2X2mグリットを

2 0 m間隔に設定、調査したが、遺物・遺構等は確認されなかった。

殿木遺跡（津市雲出島貫町字殿木）

事業名 団体営圃場整備事業

調査主体 津市教育委員会

調査期間昭和 53年 12月

調査面積 144 m' 

概 要 雲出川左岸の自然堤防上にある。分布調査ではかなりの量の遺物が散

布し、弥生時代後期から鎌倉時代にわたる遺跡と考えられた。試掘調査は約

1 0, 0 0 0 m汀こついて 2X 2 mグリットを 20 m間隔に設定して行なった。その

結果一部グリットでかなりの遺物が出土したが、地元の人の話では以前田圃の

上を盛り、畑地にした所で遺物の出土する地圏は明らかにこの盛り土の部分で

あることが確認された。遺跡の位置は雲出川と高茶屋台地の間の水田下にある

ものと思われる。
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長持本屋敷遺跡（久居市新家町字本屋敷）

事業名 第 2次農業構造改善土地基盤整備事業

調査主体 久居市教育委員会

調査面積 436 m' 

調査期間 昭和 53年 10月～昭和 54年 3月

概 要 雲出川右岸の自然堤防上に位骰し、現状は畑および水田で、周知の遺

跡で約 40,000m'と推定されていた。事前に試掘調査を行なった結果、事業に

よって約 4,000面が破壊されると考えられたため、今年度は排水路部分のみ 2

m幅で調査、残りの部分は 54年に調査をする予定。調査の結果、弥生時代後

期の土坑、ピットおよび室町時代の溝、掘立柱建物などが見つかっている。遺

物には弥生時代後期の壷、高杯、甕、室町時代鍋、皿、陶器がある。

掘田遺跡※（一志郡嬉野町宮古字掘田）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 53年 11月--....1 2月

調査面積 236 m' 

概 要 近鉄中川駅の西約 1Km、中村川右岸の低台地標高 10 m前後の畑地上

に立地する。排水路部分約236m'(2X118m)、試掘抗 5か所について発掘

調査を実施した。調査の結果、土砿、溝、柱穴等の遺構を検出したが、住居址

の規模は調査の性格上明白にできなかった。遺物は円面硯、緑釉陶器、川原寺

式類似の軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、畿内色豊富な暗文手法の土師器、須恵

器、灰釉陶器、山茶椀、紡錘車、埴輪、磨製石斧など出土したが、中心は飛鳥

奈良時代～平安時代の遺物であった。

南山遺跡※（松阪市上古路町字南山）

事業名 渡辺砂利•砂利採取

調査主体 松阪市教育委員会

-35-



J乱査期間 昭和 53年 7月.....,1 2月

晶査面積 3500 m' 

概 要 昭和 52年 1月に砂利採取に伴って発見された、悔岸に近い東西に延

びる阪堤上の遺跡で、土器片の散布面積は浜堤全面に及び、 25,000面の規椋

を有する。昭和 53、 54年の両年度にかけて砂利採取によって破壊される遺

跡東端部 8,000面の調査を計画し、 53年度はその内 3,500面の調査を実施し

た。発掘によって遺跡は古墳時代終末期より奈良、平安、室町時代に形成され

た集落址と判明した。主な遺構として竪穴住居址 10棟（古墳時代か）、掘立

柱建物址 5棟（奈良時代）、円形石積みの井戸址 1か所（奈良時代）、掘り方

径 4m、深さ 2mの円形大土址（平安時代か）、常滑甕を利用した甕棺 2(室

町時代）、溝址が検出された。いずれも表上下の遺物包含孵（厚さ 40~100

cm)を取り除いてあらわれた砂屑上面で確認したものである。出土遺物のほと

んどは土器片で、遺物整理箱にして 300箱になる。大半は古墳、奈良、平安、

室町時代の上師器で、須恵器、灰釉陶器、山茶椀、製塩土器もそれに混じる。

緑釉陶器片、墨内土器片、磁器片も少量出土した。他に各種の多醤の十鈍、鎌

（古墳時代）、刀子、斧、釘、火打鎌などの鉄器、皇朝銭（隆平永味()、唐銭

宋銭といった銅銭、甕棺内より出土した和鏡（瑞花双鶴鐙）がある。

山添遺跡（松阪市山添町字真上、里ノ垣外、辻の内）

事業名 県道御麻生園豊原線改良工事

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 12月～昭和 54年 5月

調査面積約 20 0 Om' 

概 要 遺跡は櫛田川左岸に形成された沖積地内微高地上に位置する。昭和

5 3年 1月に試掘調査を行ない、同年 12月より本調杏を開始した。遺構とし

ては、柱穴群（掘立柱建物址 5棟以上）、石積み井戸 2基の他、溝、土鉱、又

性格不明の方形石組遺構等を検出した。遺物は占墳～室町期のものがあるが、

大部分は室町時代の土師器（鍋、皿）、山茶椀、陶器類である。石製品として

は五輪塔、磨臼片、また石硯の一部と思われるものも出土している，
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東裏遺跡※（多気郡多気町河田字）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 6月～昭和 53年 7月

調査面積約 2500m' 

概 要 櫛田川、あるいは祓川によって形成された沖積微高地状の立地で、国

鉄紀勢本線多気駅東方約 1Kmに位置する。遺構としては、桁行 9間X梁行 5間、

東と南に廂のある長大な掘立柱建物址の他、倉庫、納屋的な建物址として、 5

間X 2間のもの 2棟と、 2間X 2間のものが 1棟検出された。他に、石積み井

戸、土肱等がある。遺物は、古墳～鎌倉時代まであるが、平安時代の土師器、

須恵器が多い。その他、灰釉陶器、緑釉陶器、青磁も出土。特記すべきものと

しては、須恵器円面硯、緑釉花文風字硯、 「中臣」銘墨書土師杯の出土がある。

戸峯 1号墳（多気郡明和町池村字戸峯）

事業名 三重産業株式会社土取り

調査主体 明和町教育委員会

調査期間昭和 53年 7月~9月

調杏面積 500m' 

概 要 古墳は、玉城丘陵北側中央部の標高約 45 mの丘陵に所在する。径21

m高2.2 mの円墳で、南側半分が削平されていた。調杏の結果、墳丘北側と東

側に周溝が認められた。墳丘中央部には、東西方向の地山を掘り込んだ墓址

長 6.3 m巾4.2 m深 2.3 mの長方形の西堅南側に長 1.5 m巾2mの張り出しを

持つ）が認められた。数次にわたる盗掘により攪乱されたのか、主体部は認め

られなかった。遺物は、墓砿の内外から上師器（椀、高杯）・須恵器（杯、杯

幕、高杯）、鉄鐸、直刀片等が出土した。周溝からは、須恵器提瓶、土師器甕、

壷等が出上した。築造年代は、 6世紀後半と考えられる。その他、チョッピン

グトゥール・石鋳・縄文晩期土器・山茶椀．灰釉手付小瓶子・有蓋壷（蔵骨器

か）等が出上した。
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斎 宮 跡 18次調査※（多気郡明和町斎宮字下園）

事業名 斎宮跡調杏事務所用地

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 11月～昭和 53年 12月

調査面積 1130m' 

概 要 下園地区に建設予定の斎宮仮設展示館及びこれに取り付く進入路部分

の事前調杏である。主な検出遺構は、掘立柱建物址 16棟、溝址 13条、土琺

8基等がある。建物としては、方形掘り方で 5間X2間のものが最大で、廂を

もつものはない。進人路部分において、多くの建物址の重複がみとめられた。

出土遺物は、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器で、平安時代中葉のものが

多い。

斎 宮 跡 19次調査※（多気郡明和町斎宮字御館）

事業名計画調査

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 12月～昭和 54年 2月

調査面積 1800m' 

概 要 本年度から計画的な面調査を進めていくことになり、まず昭和 49年

度の試掘調杏で大形掘立柱建物址の一部が検出されている御館、柳原地区を対

象とした。主な検出遺構は、掘立柱建物址 63棟（内 3棟は廂付建物）、土砿

2 2埜、溝址 4条等である。建物址の規模は、廂をもつ 6間X3間のものが最

大で、小形の掘り方をもつ建物が、発掘区の南半分で多く重複する。出土遺物

は、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器のほか、円面硯、墨書土器もある。

平安時代中葉から後半が中心となろう。

斎 宮 跡 20次調査※（多気郡明和町斎宮字柳原）

事業名 計画調査

調査主体 三重県教育委員会
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調査期間 昭和 54年 1月～昭和 54年 2月

調査面積 1 1 0 0吋

概 要 御館地区の東側にあたる部分で、主な検出遺構は、掘立柱建物址 32 

棟、土砿12埜、溝址 12条等である。建物の中には、南北両面廂で、大形の

掘り方をもつもの、 3間X3間の総柱のものも見つかっている。小形の掘り方

の建物は、御館地区と同様、南半中央部に多く重複する。出土遺物は、各種の

土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器などで、平安時代前半から後半のものが

多い。

斎 宮 跡 21次調査※（多気郡明和町斎宮）

事業名 個人住宅建設

調査主体 明和町教育委員会

調査期間 昭和 53年 12月～昭和 54年 2月

調査面積 350 m' 

概 要 昨年度に続き個人住宅建設予定地の事前調査を計 6戸行った。調査は

いずれも住宅建設予定地の限られた部分に対する、幅 3mのトレンチ調査を基

本にしたものであったが、多くの遺構・遺物を検出した。

字鍛治山、西加座では、大型の掘り方をもつ掘立柱建物址が多い。遺物は奈

良後半から平安後半に至る各種土師器、須恵器のほか、緑釉陶器片も多く出土

した。

（斎宮跡個人住宅新築地調査概要）

調査地区 地籍 地番 調査年月日 主要遺構 主要遺物

6AGN-B 明和町大字斎宮 5 3.1 2. 7 ~ 土 拡 4

(21-1次） 字鍛冶山 2734-1 1 2.1 6 溝
土師器、須恵器
3 

6AFI-D II 53.1 2.11 ~ 掘立柱建物 5 土師器、須恵器
(21-2次） 字西加座 2711-2 ~ 1 2.2 7 溝 2 上拡2 緑釉陶器片 12 2717-4 

6AFD-C II 5 4. 1.1 7 ~ 掘立柱建物 2
(21-3次） 字西前沖 2649-1 溝 1. 2 4 溝 2 土砿3

土師器、須恵器

6AFH-F II 5 4. 1. 2 5 ~ 掘立柱建物 2 土師器、須恵器
(21-4次） 字西座 2678 2. 6 溝 1 土砿5 灰釉陶器、緑釉陶器片8
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調査地区 地籍 地番 I調査年月日 主要遺構 主要遺物

6AGD-K 明和町大字斎宮 5 4. 1. 31 ~ 
掘立柱建物

土師器、須恵器

(21-5次） 字東前沖 2494-4 2.1 0 灰釉陶器、緑釉陶器片3

6ACA-T 54. 1. 8~ 

(21-6次） 字古里 3269-2 1. 2 4 

6AFE-F 5 4. 3.1 o~ 
土師器、山茶椀

(21-7次）
字東前沖 2631-1 溝 1

3.1 4 

6AEG-A 5 4. 3.1 5~ 

(21-8次）
字楽殿2909→5 溝 1

3.2 2 

6AED-R 5 4. 3.1 5---.., 

(21-9次）
字篠林 3218-3

3.2 2 

斎 宮 跡 22次調査（多気郡明和町斎宮）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 12月、昭和 54年 2月

調査面積 140 m' 

概 要 宮域外東側のエンマ川地区では、水路部分に対して幅 2mのトレンチ

を 2ケ所に設定した。いずれも南北方向に走る幅 2m、深さ 8o cmの溝を検出

した。農道も横断して調査したが、築垣に担当する遺構は検出されなかった。

宮域南側の田代川地区では 2X 4 mの試掘を 10か所設定した。その結果、 5

か所のグリッドより遺構を検出した。東西に走ったり、コの字形に曲る幅 1m 

以上の溝や、径 2m前後のすり鉢状の深い土拡などを検出した。出土遺物は少

量で、山茶椀片も出土した。

粟垣内遺跡（多気郡明和町馬之上字粟垣内）

事業名 広域市町村圏道路整備事業

調査主体 明和町教育委員会

調査期間 昭和 53年 9月--...,1 D月

調査面積 3 6 D m2 

概 要 本遺跡は、祓川右岸の水田地帯の一画の松林中にある弥生時代を主と
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する集落址である。最近の抜根と重機の走行により撹乱がいちじるしく、遺構

は大部分損壊されていたが、残った数少ない遺構として、弥生時代前期と思わ

れる V字溝、弥生後期の竪穴住居址 2棟、及び同町水池遺跡のものと同様の土

器焼成坑が検出されたにとどまる。遺物としては、弥生期のもの以外に、少量

の縄文晩期の土器片、平安期以後の土師器片、山茶椀片、及び斎宮跡と同様の小

型土馬片が撹乱土中より出土した。

西出遺跡※（多気郡明和町佐田字西出）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 53年 6月~8月

調査面積 2000 m' 

概 要 本遺跡は、祓川右岸の水田地帯の微高地上に形成された縄文時代～鎌

倉時代にかけての断続した集落址である。縄文時代のものは少量の晩期の土器

片、人面土版 1点が出土したが、遺構は確認できなかった。弥生時代では中期

の竪穴住居址 2棟と中期～後期の土器片が相当量出土した。平安時代から鎌倉

時代では掘立柱建物址 4棟、井戸 1基が検出され、発掘区の全体からこの時代

の土師器片、山茶椀片が多数出土した。なお、緑釉陶器片も 2片ある。

離宮院跡（度会郡小俣町字離宮山）

事業名 町道 4号線改良（史跡現状変更）

調査主体 小俣町教育委員会

調査期間昭和 54年 3月

調査面積約 20D m' 

概 要 文献史料（園大暦）によれば延暦 16年 (79 7)に、現在の場所に

設置された離宮院は、宮川西岸の梗高約 9mの台地の縁辺部にある。今回の調

査は史跡現状変更となる場所について行なった。調査地は巾が 3m前後といっ

た狭い場所であるが、掘立柱による八脚門跡と推定される柱間が 2.4 m (8尺）

と3.6m(12尺）の柱列をはじめ掘立柱建物址の一部と推定される 8尺間の
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柱列、溝をともなった築地跡と思われるものが検出された。遺物の大半は平安

時代の土師器皿で、他に緑釉陶器片、志摩式製塩土器片もある。なお、弥生時

代中期及び後期の土器片もかなり出土した。

南山遺跡（伊勢市鹿海町字南山）

事業名 中部電力n、特別高圧電線鉄塔工事

調査主体 伊勢市教育委員会

調査期間昭和 5 4年 2月~4月

調査面積約 30 0 m2 

概 要 五十鈴川左岸、東鹿海集落の南方約 200mにある標高約 31 mの南北

にのびる丘陵尾根頂部に築造されたものである。墳丘の規模は径約 18 m、高

さ2mの円墳である。内部主体は、墳頂部中央において東に開口する片袖式の

羨道部石組横穴式木芯室と、その南側の木棺直葬 2基とである。木芯室は長さ

5. 7 m、巾 4.1 m、深さ 1.2 mの長方形の掘り方内に、 3間X 2間の玄宅と 1

間X 1間の前道部とによって構築されたもので、それぞれの柱穴は径 3o cm前

後、深さ 35 cm前後のもので、計 13個が検出された。木室を覆う粘土、ある

いは木室の焼却は認められなかった。副葬品は極めて豊富で、第 1主体の多数

の土師器、馬具、第 1I主体の小型の乳文鏡がとくに目立つ。 6世紀中頃の策造、

同後半から 7世紀前半の頃の追葬が推定される。

主体部の規模（単位は m)

木 室 部 石組羨道部 木室部掘り方

玄 室 前 道
第 1主体 長軸 長 さ 巾 長 さ 巾

長 さ 巾 長 さ 巾

2.9~3.5 3.1 0.7 1.3~1.4 NS□ ゚E 2.0 0.9 5.7 4.1 

木 棺 部 塞 坑
主 体

長 長 巾
長 軸

さ 巾 さ

第 Il 主体 2.4 5 0.8 3. 6 5 2. 2 0 N 7 2°E 

第 皿 主 体 3. 0 0 Z 5 D N 8 5°E 
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主体部 内部構造
副 葬 品

須 恵 器 土師器 鉄 器 玉 類 その他

羨道部石組 杯身、杯蓋、有蓋 高杯・椀 直刀・刀子

I 高杯、短頸壷、咄 鉄 鏃

横穴式木芯室 横瓶、提瓶 長頸壷・甕 絹に 鐙

杯身、杯蓋、高杯 勾王、管玉

JI 木棺直葬 蓋付短頸壷 甕 直 刀 ガラス小玉 乳文鏡

棗 王

直刀、刀子 ガラス小玉
lll 木棺直葬 杯身、杯蓋 直口壷

鉄 鏃 ガラス製管玉

荘 遺 跡（度会郡二見町大字荘、三津）

事業名 国道 16 7号線改良事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 5月～昭和 53年 9月

調査面積 4500rn2 

概 要 5 2年度の第 2次調査に続き、 53年度は残りの 4,500面の調査を行

った。上層では室町時代の小規模な水田状遺構を検出したが、水路など詳細は

不明な点が多い。下層では B地区と同様の径 1m~5m前後の大型の上士広が62、

曲物を利用した浅い井戸を 4か所検出した。上坑には木杭や竹をしがらみ状に

組み合わせたものや、木製品、竹製品を出土したものもあった。出土上器では

山茶椀、鉢、甕、土師器の皿、鍋や青白磁などが多数出土した。

殿畑遺跡（志摩郡阿児町国府字殿畑）

事業名 県道的矢大王稼改良工事

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 54年 3月

調査面積 88 m2 

概 要 志摩国分寺の西南約 1.5 mに位置し、標高約 7mの畑地一帯に土器片

が散布している。グリッドによる試掘調査の結果、事業予定地域の約 2,200m2

の範囲内に、溝址、柱穴、落ち込みなどの遺構が分布し、土師器鍋、同皿、須

-43-



恵器甕、山 椀、山皿、施釉陶器などの主として鎌倉・室町時代の遺物が多羅

出土することが明らかとなり、次年度に本調査を実施すべく協議を継続中であ

る。当遺跡の東方一帯の、現国府集落を乗せる浜堤全域にわたり国府貝塚遺跡

が所在し、志摩国府推定地ともされている。こうした歴史的環境の中で、殿畑

遺跡の位質づけは重要である。

新大仏寺大仏寺殿※（阿山郡大山田村富永）

事業名 新大仏寺重要文化財保存施設建設

調査主体新大仏寺

調査期間 昭和 53年 4月

調査面積約 150m2 

新大仏寺上人堂跡（阿山郡大山田村富永）

事業名 新大仏寺璽要文化財収蔵庫建設

調査主体 新大仏寺

調査期間 昭和 54年 2月

調査面積約 50m2

西谷古墳群※（阿山群大山田村中島字西谷）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 53年 12月

調査面積 6 0 Om~ 

概 要 調査前には、 4甚からなる古墳群と考えていたが、調査の結果、縄文

時代中期の集石土坑をもつ西谷遺跡、神社跡と重複する西谷 1号墳、周溝のみ

検出できる西谷 2号墳であった。

西谷 1号墳は、径 10 m、高 1.2 mの円墳で、内部主体は木棺直葬の類と考

られる。墓拡内より鉄刀 1口出土。墳丘裾より出土した須恵器より 6世紀末頃

のものと判断。また、封土中より寛永通宝 4枚、狗犬 2個体が出土し、神社跡
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として再利用されたことが知られる。

西谷 2号墳は、 1号墳と谷を隔てて位置する。トレンチ調査により、径 7.5 

mの円墳と判明。墳丘及び主体部は既に削平され存しない。周溝内出土の須恵

器より 6世紀末頃の造営と判断。

平林 1号墳※（阿山郡大山田村真泥字平林）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 54年 1月

調査面積 4 0 0 m2 

概 要標高 200mほどの丘陵東端部に位置し、水田面との比高 7mを測る。

調査の結果、径 18 m、高さ 3.5 mの円墳と考えられ、両袖の横穴式石室を有

するものと判明。石室はN8Eを主軸とし、玄室長 5~ 5. 3 m、玄室幅 2.2 ~ 
2. 3 m、羨道部残存長 3.0 m、幅 1.4 mを測る。羨道部入口付近から、緩くカ

ーブする排水溝も検出。石室内から、須恵器（杯、高杯、邸、提瓶など）、土

師器鉢、金環 4、水晶切子玉 1、平玉 1、管玉 1を出土。須恵器の形式から 6

世紀後半の構築で、 7世紀前半まで 2~ 3次の追葬が行なわれ、鎌倉時代前半
以降に盗掘されたと考えられる。

下郡遺跡△（上野市下郡字下代）

事業名 1級河川木津川改修工事

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 53年 10月~1 1月

調査面積 4 0 0 m" 

概 要 木津川改修工事事業の一環として、上野市下郡では川幅拡幅が計画さ

れており、同計画地内の既買収地を対象として試掘調査を実施した。調査の結

果、対象地中央付近の微高地を中心に、奈良時代の溝をはじめ、近世の石組溝

や池状遺構が確認された。遺物は弥生土器をはじめ、古墳時代の須恵器、飛鳥、

奈良、平安時代の須恵器や上師器、志摩式製塩土器、または、中世や近世の陶
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器類、瓦、フイゴ羽口等が出土した。更にまた、工事計画地内の石造遺物に関

しても若干の調査を実施した。今回の試掘結果をもとに、未買収地も含めて更

に調査する方向で協議がされている。

唐木谷遺跡（上野市猪田字唐木谷）

事業名 上野南農業協同組合ライスセンター建設

調査主体 上野市遺跡調査会

調査期間 昭和 53年 12月～昭和 54年 1月

調査面積 1 0 0 0 m2 

概 要 試掘調査の結果にもとづき発掘調査を実施し、南北に流下する幅 4m、

深さ 1.2 mの溝 1条と若干の柱穴を検出した。溝内からは、奈良時代から平安

時代の土器を主体とし、古墳時代遺物、近世遺物を検出した。遺物には墨書土

器なども認められた。

北堀池遺跡（上野市大内字竹ノ下）

事業名 建設省木津川河川改修

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 53年 7月～昭和 54年 3月

調査面積 9500m2 

概 要 名阪国道上野インターチェンジの南、木津川左岸に位置する。河川改

修に伴なう総対象面積約 21,0 0 0 m2の発掘調査の第 2年次にあたる。検出した

遺構には古墳時代の各時期の竪穴住居址約 50棟、平安時代末～鎌倉時代の掘

立柱建物址 18棟以上、条里制地割の坪界と考えられる溝、井戸、土拡などが

ある。また出土遺物には古墳時代各時期にわたる土師器、須恵器をはじめ、各

種の玉類、石製紡錘車、平安時代末～鎌倉時代の瓦器、陶磁器等が出土した。

宮ノ森遺跡（上野市千歳字宮ノ森）

事業名 宗教法人天真教救世地場御社殿建設

調査主体 上野市遺跡調査会
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調査期間 昭和 54年 2月

調査面積 5 0 0 m' 

概 要 上野市北部を東西に流れる柘植川旧河道に接した南側水田中にある。事

前の分布調育で遺跡として確認された後、試掘調査を経て、発掘調査を実施し

た。調査の結果、古墳時代の竪穴住居址 5棟、土拡等を検出した。竪穴住居址

はともに方形プランを呈し、ほぼ旧形を残す 1号竪穴住居址は一辺が 4.3 m。

調査区端であるため全容を検出できなかった 3号竪穴住居址は一辺約 8mと推

定される。遺構にみられた遺物の大部分は土師器で、 3号竪穴住居址で一部須

恵器が含まれており、それらは 5世紀後葉の高杯片であった。

小廻り古窯址（上野市大内字小廻り 335-2) 

事業名 工場用地造成

調査主体 上野市遺跡調査会

調査期間昭和 53年 10月

調査面積 1 0 Om2 

概 要 上野市西部の標高 175mの丘陵上にあり、工場敷地造成を前提とした

土取り中に発見された須恵器窯址 1基で、散布、採集の須恵器片は、 7世紀前

半から後葉にかけてのもので、焼き台、甕、杯等であった。発見時、すでに削

平により窯体のほとんどが破壊され、底部でその形をかすかにとどめていたの

みであった。そこを中心に、窯体の複数にわたる存在、あるいは灰原の残存等に

ついて調査したが、確認できなかった。

北山遺跡※（上野市大野木北字北山）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 2月

調査面積 4 0 0 m2 

概 要 木津川左岸の丘陵端部で内屋敷遺跡と同一微高地上に位置し、同遺跡

より南西約500mにある。標高は 151 m前後を計る。地目は水田である。検出
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された遺構は、数条からなる溝址群 5と土拡 1、その他柱穴群多数である。掘

立柱建物址のように整然と並ぶものはない。出土遺物は、須恵器（杯蓋、杯身、

脳）、土師器（甕、皿など）、瓦器（椀など）等である。奈良時代中心の集落

址の周辺部と思われる。

内屋敷遺跡※（上野市朝屋字内屋敷）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 1月

調査面積 140rri2 

概 要 木津川左岸の丘陵端部の微高地上に位置し、標高は 145m前後を計る。

上野市の巾街地より西南約 2.5 mにあたる。地目は畑地で、周囲の水田との比

高は 1~2mある。検出された遺構は溝址 2、土拡多数であるがいずれも時期

不明である。出土遺物は須恵器杯蓋、身、土師器小皿、すり鉢、土師質獣足等

であるが、近世陶器も多い。

塚原遺跡△ （名賀郡青山町羽根字塚原）

事業名 広域市町村圏道路（町適羽根塚原線）

調査主体 青山町教育委員会

調査期間昭和 53年 8月

調査面積 8 0 m2 

概 要 遺跡は西流する木津川に前深瀬川が流入し、さらに三谷川が流入する

河川の北側開口のコ字形に囲れた自然堤防上に位骰する。地目は田畑であり、

須恵器等の破片が広く散布する周知の遺跡である。広域市町村圏道路改良に伴

い整地盛土されるので、遺跡の性格・範囲等の確認のため試掘調査を実施した。

調査は延長約 200mの範囲の中で、 10 m間隔に 4mX2mで 10ケ所の試

掘拡を設定し、 1~1.5m掘り下げる方法をとった。

調査の結果、横穴式石室の一部と鉄録、須恵器の杯、土師器の椀の完形品な

どの遺物も多く検出された。古老の話によれば、戦時中に墳丘と推定できる部

-48-



分を開墾して芋畑にしたらしい。以上の事を総合すると、退跡は占墳を含む追

物含蔵地であり、計画予定地の西半分の畑地は逍跡の範囲であると推定できる。

なお全容の究明には本発掘が必要であり、現在これを実施するため協議中であ

る。

白早稲遺跡（名張市瀕古口字愛宕山）

事業名 新東昭開発U 宅地造成

調査主体 名張市遺跡調査会

調査期間昭和 53年 9月~1 2月

調査面積 2280m~ 

概 要 白早稲遺跡は、名張市南部に広がる室生山地から派生した丘陵地にあ

り標高 280m前後を計る。盆地低部との比高は 80 m前後を計り、遺跡頂部か

らの眺望は、西方の名張盆地南西部の赤目地区の遠望ができる他は盆地低部を

望むことはできない。第 1次として本遺跡の頂上部より東側にゆるやかにのび

る支尾根部分を調査した。結果は遺構として、サヌカイトを中心とする石銭や

フレークの集中散布地 1ケ所、古墳時代前期の竪穴住居址 12棟、土琺 1甚、

土器溜り 7ケ所、奈良時代と思われる掘立柱建物 2棟などを検出した。追物は

有舌尖頭器をはじめとする尖頭器 4点や石鈴、石匙等の石器類、本遺跡の中心

をなす古墳時代前期の土器や鉄器類、奈良時代の須恵器、中世の瓦器等がある。

古墳時代の土師器は蔵持黒田遺跡の土器に続く様相を呈すもので今後の研究に

よって名張地方の弥生末期より古墳時代への編年が可能となる。手焙り形土器

や蓋形土器が多数出土する点もこの時期の山地立地集落の特徴と言えるかもし

れない。今後の課題として編年作業とともに、周辺 500mの狭い範囲内に、同

様な立地や時期を屋す遺跡（土山遺跡、人参峠遺跡、成滝遺跡、中村 2号墳丘

下、同 3号墳丘下）との相互関係を解明しなければならない。

白早稲 1号墳（名張市瀬古口字愛宕山）

事業名 新東昭開発U 宅地造成

調査主体 名張市遺跡調査会
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調査期間昭和 53年 12月

調査面積 120 m~ 

概 要 白早稲遺跡の範囲確認調杏の際に確認された古墳で、遺跡中央部の南

端、やや平坦になった部分に立地する。羨道部が林道によって削平されている

ばかりでなく、封土は流出し、石室そのものも斜面下方に向ってゆがんでいた。

内部構造はほぼ南西に開口する左片袖式石室で現存する玄室規模は、全長 5.6 

m、玄室奥壁幅t2 m、長さ 2.5 m、左袖部幅 0.3 m、奥墜高さ 1.2 mで玄室

床面の平面形は、奥壁輻より入口部の幅がやや広い台形を呈する。石室内から

は、須恵器の杯身 5個、杯蓋 1個、銅環 4個が出土している。築造時期は杯蓋

より 6世紀末ないし 7世紀初頭と推定される。
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N 調査結果の公開

1. 発掘遺跡現地説明会の開催

発掘遺跡の現地見学を通して、各地の古代、中世の歴史の理解と埋題文化財保

護の意義の普及を目的として、発掘終了時に現地説明会が開催されている。主催

は各調査主体があたっているが、開催に際しては三重の文化財と自然を守る会等

の協力もあり、広範な地域からの参加者が多い。

遺跡現地説明会

遺 跡 名 所 在 地 主 催 者 開催日 参加者（剛

大 膳 寺 跡 四日市市南いかるが町 市教育委員会 5 3. 9. 7 70 

関氏正法寺跡山荘跡 関町鷲山 町教育委員会 53. 9. 2 40 

深 田 遺 跡 鈴鹿市東玉垣町 県教育委員会 53. 1 2. 2 4 1 5 

末 野 C 遺 跡 II 郡山町 市教委・市遺跡調査会 53. 8. 1 3 1 5 D 

南 山 遺 跡 松阪市土古呂町 市教育委員会 53.1 2. 2 4 80 

東 裏 遺 跡 多気町河田 県教育委員会 53. 7.16 200 

戸 峯 1 万にコ 墳 明和町池村 町教育委員会 53. 8. 2 7 30 

斎宮跡 18次調査 ‘’ 斎宮 県教育委員会 5 3. 1 2. 2 7 70 

斎宮跡19・2 0次調査 II II II 54. 2. 8 250 

西 出 遺 跡 II 佐田 II 53. 8. 5 50 

離 宮 院 跡 小俣町 町教育委員会 54. 3. ， 40 
新 大 仏 寺 大山田村富永 新大仏寺 53. 4. ， 60 
北 掘 池 遺 跡 上野市大内 町教育委員会 54. 3. 8 75 

白 早 稲 遺 跡 名張市顧古口 市教委・市遺跡調査会 5 3. 1 2. 1 0 90 

2. 調査報告書の刊行

一つの遺跡の発掘調査は現地発掘作業だけでなく、出土品の整理と発掘結果の

検討を経て調査報告書にまとめ刊行してはじめて事業が終了したといえる。しか

し緊急発掘遺跡の激増により、報告書の未刊の多いのが実態である。本報告書に

先だって刊行される概要報告はあくまで途中経過の中間報告的なものであるが、

文字通り発掘結果の概況を公開するものである。
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荘
＂ 名

調査報告書一覧
ー，
発行者・年月 備 考

権現坂迎跡調査概要

殿畑遺跡調査概要

荘遺跡発掘調査概要JI

下郡遣跡試掘調査概報

北堀池追跡発掘調査概要JI

上野市朝屋内殿敷遺跡．上野市大
野本北山遺跡一昭和 53年度県常圃
坦整備m業地域埋蔵文化財調査報
告 1

鈴鹿市東玉垣町深田遺跡一昭和
5 3年度県営l肴l場整備事業地域埋
蔵文化財調査報告 2

大膳寺跡ー四日市市埋蔵文化財調
査概要 15 

末野c遺跡調査概報

戸木城址発掘調査報告

南山遺跡発掘調査概報 I

伊賀新大仏寺発掘調査報告書

下郡遺跡発掘調査報告

唐木谷遺跡発掘調査報告

宮ノ森遺跡発掘調査概要

名張市遺跡調査概要ll

茂福城跡

地蔵遺跡発掘調査報告

的場遺跡発掘調査報告

蔵持黒田遺跡

三甫県教育委員会1976.3 北勢町、縄文晩期、奈良、鎌臼

II II 阿児町、鎌倉、室町集落址

II 

II 

II 

II 

II 

II 

// 

II 

II 

／／ 

上野市教育委員会
上野市下郡遺跡調査会1 978.9 

II 1979.3 

II 1979.3 

亀山市教育委員会1978.3

二見町、古墳後期、平安、鎌倉

上野市、弥生後期～近世集落址

” 、弥生後期～鎌倉集落址

// 、古墳後期、室町、集落址

鈴鹿市、弥生後期、古Ji'I後期集
落址

四日市市教育委員会1979.3 I平安

関氏正法寺山荘跡発掘調査報告HI関町教育委員会1979.3I室町、館址
鈴鹿市遺跡調査会1979.4 奈良、謙倉、集落址

久居市教育委員会1979. 3 室町

松阪市教育委員会1979.3 古墳～室町、隆平永宝

新大仏寺1979.3 鎌倉

古墳～奈良集落J1I.、中世館れ1、
木簡

奈良～平安、集落址

古墳、集落址

名眼市教育委旦会
名張市遺跡調査会 1979.3I古墳前期集落址、後期占墳

四日市市茂福城跡躙
査会 1 91s.2 I室町、堀跡

大膳寺跡一四日市市埋蔵文化財調
査概要報缶 14 I四日市市教育委員会1978.3 I平安

網文後期、弥生中期、古Hi、奈
良、集落

伊賀町教育委員会1978.3 古墳、平安集落址

名張市遺跡調査会1978.3 弥生、集落址

3. 保管遺物の貸出し等

出土品の展示公開施設の未整備も課題であるが、県内外の各機関から出土品の

展示貸出しの要請には、その都度一定の手続きのもとに応じている。また、出版

物等への発掘遣跡・遺物への真掲載にも応じている。
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保管出土品の貸出し

申 請 者 展示会（）は会期 貸 出 遺 物 許可 B 

三重大学教育学部長 展示会 (46. 1 2. 3~ 0大台町出張遺跡旧石器11・ 有舌 4 6. 1 2. 3 

1 2. 5) 尖頭器 0鈴鹿市東庄内遺跡縄文深

鉢型土器・包丁 0鈴鹿市上箕田遺

跡弥生式土器壷・甕・高杯・砲丁・

扁平片刃石斧・扶入片刃石斧・木製

鋤 0鳥羽市大畑遺跡土師器壷・器

台・台付甕

朝日新聞名古屋本社 郷土の埋蔵文化財と飛 0三雲村中ノ庄遺跡馬型・人物・朝 4 7. 6. 3 

烏写真展 (47.6.16~ 顔型埴輪等 29 0一志町上野山

6. 21) 1 2号墳須恵器高杯等 3 0明和町

金剛坂遺跡土師器鍋等 3

三重大学教育学部長 三重県の古墳文化 (47. 0亀山市茶臼山古墳画文帯神獣鏡・ 47.11.26 

11.24~11.27) 銅鈴・杏葉・金環・鏡板

三重大学教育学部長 安濃川流域の文化変遷 0津市納所遺跡壷・蓋・竪杵復元図 4 8.1 1. 2 

(4 8.1 1. 3 ---11. 4) 0津市神戸銅鐸写真パネル

用学館大学長 展示会 (49.10. 30--.., 0伊勢市大薮遺跡壷・器台 0伊勢 4 9. 1 0. 3 0 

11. 9) 市中楽山遺跡長頸壷型土器・高杯土

器 〇御薗村高向遺跡緑釉陶器・高

杯・石帯・帯金具・銅鏡・墨書土器

i三重大学教育学部長 古代史をさぐる一平生 0明和町金剛坂遺跡甑・鍋 0明和 4 9. 1 1. 2 

遺跡と雲出川 町古里遺跡長甕

東京国立博物館 日本出土の中国陶磁 0四日市市智積廃寺跡白磁椀 〇嬉 5 0. 5. 1 5 

(5 0. 6. 3 ~ 7. 2 0) 野町平生遺跡白磁椀・青磁椀 0伊

勢市野垣内遺跡白磁椀

大阪市立美術館 六朝の美術 (50 1 0. 1 0 0亀山市茶臼山古墳画文帯神獣鏡2 5 0. 8.2 6 

~11. 9) 

桑名市立文化美術館 北勢古陶展 (50. 1 1. 3 0大安町経塚中世塞出土品 22 

゜
5 0 1 1. 1 0 

~11. 29) 桑名市七和 2号窯址出土品 50 

゜嬉野町平生遺跡 2 0伊勢市野垣内

遺跡 2 0御薗村高向遺跡3

五島美術館 瀕戸の古陶展 (51.5. 0大安町経塚中世墓灰釉四耳壷・三 5 1. 5. 4 

2□~6.20) 足壷

福井県陶芸館 古瀕戸名品展 (52.4. 0大安町経塚中世墓灰釉四耳壷・三 5 2. 3. 1 6 
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申 請 書 展示会（）は会期 貸 出 遺 物 許可 日

1 6~ 5. 22) 足壷

名古屋市博物館 土と炎の美ー東海の古 0津市納所遺跡遠賀川式壷型土器 1 5 2. Z20 

陶(52. 1 0. 1 "-1 0. 3 0) ．鉢 1 0御薗村高向遺跡緑釉皿 1

日本放送協会中部本部 みんなの科学・自然を 0津市納所遺跡ドングリ・クスノキ 5 2. 1 0 1 8 

をさぐる (52.11.1 ~ 

2) 
， 
伊良湖自然科学博物館 渥美をめぐる古墳展 0亀山市茶臼山古墳画文帯神獣鏡2 5 3. 6. 5 

0三雲村中ノ庄遺跡馬型埴輪・人物

埴輪・円筒埴輪

五島芙術館 日本の陶硯ー文具シリ 0多気町東裏遺跡緑釉陶硯片 0明 5 3. 8.1 0 

ズ第2回 (53.9.30~ 和町斎宮跡蹄脚硯・緑釉風字硯・瓦

11. 5) 器風字硯・須恵器円面硯

元巽寺文化財研究所 中世の日常雑器展 0明和町斎宮跡山茶椀 9・土師器皿 53.10.19 

(53.10.22~11.5) 2 • 鍋 2 • 鉢 1 0津市納所遺跡石

斧柄未成品・スコップ状木製品

上野市花之木公民館 (5 3. 1 1. 4 ~ 1 1. 6) 0上野市北堀池遺跡上器 10 53.10.27 

中 日 新聞社 よみがえる奈良一平城 0明和町斎宮跡須恵器杯・長頸壷2 5 3.1 1. 6 

京展 (53.11.10~11. ・鉄鉢・緑釉陶器片 5

1 9) 

写真等の掲載許可

申 請者等 掲 載 書 名 掲 載 資 料 許可 日

中央公論社 「続・日本の陶磁 J1 0大安町経塚中世墓願戸灰釉壷・ニ 4 8. 8.2 1 

筋壷•四耳壷・常滑甕 2 0明和町

古里遺跡土師器双耳壷・丹彩土馬

0御薗村高向遺跡緑釉椀・小壷・皿

・花文陶片

新人物往来社 「伊勢の神宮」 0明和町古里遺跡実測図・全景写真 4 8. 9. 2 7 

保 = Fl 社 「古瀕戸」 0大安町経塚中世墓古顧戸灰釉草文 4 8.1 0. 2 9 

鼎足壷．灰釉三耳壷・常滑古窯不識

宰-

山川出版社 「三重県の歴史散歩」 0三重県文化財地図 4 9. 4. 8 

II 「三重県の歴史」 0三重の埋蔵文化財 4 9. 8. 2 
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申請者等 掲載書名 掲載資料 許可日

講 談

4 ‘ 

社 「古代史発掘」 4 0津市納所遺跡琴状木製品 5 0. 1. 1 0 

館 「日本の美術」 44 0津市納所遺跡出土土器 〇津市亀 5 0. 2.1 3 

井遺跡出土土器 0明和町金剛坂遺

跡出土土器

河出書房新社1「日本生活文化史」 1Io津市納所遺跡櫛 0明和町神前山 I5 o. 3. 2 o 
古墳

学

大阪市立芙術館 「六朝の美術」 0亀山市茶臼山古墳画文帯神獣鏡2 5 0. 8.2 6 

中 央公論社 「日本の陶磁」 1.2. 3. 0明和町古里遺跡丹彩馬・土師器双 5 1. 3. 3 1 

4
 

講

至

談

文

耳壷 〇御薗村高句遺跡緑釉小壷．

花文椀片・椀・皿 0大安町経塚中 I

世墓灰釉皿耳壷・三足壷・ニ筋壷

社 「日木のやまもの」 1 0明和町斎王宮跡緑釉陶器片 5 1. 5.2 4 

堂 「古願戸」 0大安町経塚中世墓灰釉四耳壷・三 5 1. 6. 5 

足壷

共立映画社「日本の美術」

至 文 堂「弥生土器」

II 「//」

0津市納所遺跡木製品 5 1. 8. 1 1 

0津市納所遺跡土器 0三雲村中ノ 5 1. 8.1 3 

庄遺跡土器

0津市納所遺跡注口付扁平無頸壷 151.10.23 

0津市亀井遺跡双脚壷

中央公論社1「日本陶磁全集」 sIo明和町斎王宮跡緑釉風字硯・輪花 I5 2. 1. 1 2 
椀・壷口頸部・ニ彩椀 〇御薗村高

向遺跡緑釉花文椀片・皿

平 凡 社 「世界考古学大系」別巻〇津市納所遺跡櫛出土状況 5 2. 2. 2 2 

学習研究社 「日本の古代の芙と謎 0鈴鹿市東庄内A遺跡土器 0鈴鹿 5 2. 3. 3 1 

（仮称）」 1 市東庄内B遺跡土器

社 「日本原始美術大系」 6 0明和町神前山 1号墳 5 2. 4. 5 

社 「図説日本の古典」 5 0明和町斎王宮跡発掘遺構・須恵器 5 2. 5.1 9 

鉄鉢•土師器皿・台付皿・灰釉椀・

小瓶・耳皿・ニ彩稜椀

学習研究社 1「日本古代の美と謎 lo津市納所遺跡石斧柄・鋤〇津市 I5 2. 6.1 3 

講 談

集 英

亀井遺跡竹管文双脚土器 0明和町

金剛坂遺跡箆描文環状土器

名古屋市博物館1「土と炎の芙ー東海のlo津市納所遺跡遠賀JII式壷型土器・ I5 2. 7. 2 o 

（仮称）」 2

古陶」 I鉢 0御薗村高向遺跡緑釉皿
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申請者等 掲載書名 掲載資料 許可日

講 談 社 l「日本原始美術大系」 10津市納所遺跡壷型土器 3 0三雲 I5 2. 9. 7 

／／ 

村中ノ庄遺跡壷型土器 1

」1Io鈴鹿市東庄内遺跡台付深鉢・深鉢 I5 2. 9. 8 

0明和町金剛坂遺跡箆描文環状土器

館1「世界陶磁全集」 3 Io大安町経塚中世墓瀬戸灰釉四耳壷 I5 2. 1 o. 5 

2
r
 

／／ 

小 学

中央公論社 「日本陶磁全集」 2 0津市亀井遺跡双脚壷 5 3. 3. 1 8 

名古屋市博物館常設展示パネル（ネガ〇津市納所遺跡木器出土状況 0亀 5 3. 6. 3 

貸出し） 山市茶臼山古墳

4 ヽ 学

講

小

談

学

館 1 「世界陶磁全集」 1日10鈴鹿市東庄内A遺跡縄文後期深鉢 I5 3. 8.1 o 
本原始

社 「日本の原始美術」 2 0鈴鹿市東庄内B遺跡縄文後期深鉢153. 1 2. 2 7 
館 「図説日本文化の歴史」 0明和町斎宮跡 19次調査遺構 5 4. 3. 5 

3 
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I 設渥要綱等

三重県文化財保護連絡会議要綱

（目的及び設置）

第 1条 本県内において行われる住宅造成、工場建設、農業基盤整備、道路建設

その他の開発事業等（以下「事業」という。 ）の施工にともない影響をうける

文化財の保護を図るため、三重県文化財保護連絡会議（以下「連絡会議」とい

う。）をおく。

（定義）

第 2条 この要綱で文化財とは、文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）第 2

条第 1項第 1号の建造物、考古資料、同条同項第 4号の記念物及び同条同項第

5号の伝統的建造物群をいう。

（事業）

第 3条 文化財の保護のため、次条に掲げる関係諸機関の事業のうち、文化財に

関係のあるものについてその事業の事前調整を行ないそれぞれの所掌事務の円

滑な推進を図る。

（組織）

第 4条 連絡会議は別表に掲げる委員をもって組織する。

（議長）

第 5条 連絡会議の議長は教育長をもって充て、議長は会議の事務を総理する。

（会議）

第 6条 連絡会議は必要に応じて議長が招集し議事を整理する。

2. 連絡会議は議長が必要と思われる委員を招集して開くことができる。

3. 連絡会議の庶務は教育委員会文化課において処理する。

第 7条 この要綱に定めるもののほか連絡会議の運営その他必要な事項は議長が

これを定める。

（附則）

この要綱は、昭和 44年 8月 1日から実施する。
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（別表）

総務部 財政課長、営繕課長

企画部企画室長

保健衛生部 薬事環境衛生課長

環境部 環境保全課長、環境調整課長

商工労働部 商工課長、観光課長

農林水産部 農政課長、農業構造改善課長、耕地課長、林政課長、緑化推進課長

林業課長

土木部 監理課長、用地対策課長、道路建設課長、道路維持課長、河川課長、砂

防課長、建築課長、開発指導課長、計画課長

企業庁 総務課長、土木課長、工業用水道課長、水道課長

県土地開発公社 総務課長、用地第 2課長

県住宅供給公社 総務課長、用地課長

県道路公社 総務課長、企画課長

県志摩開発公社 企画開発課長

県農業開発公社 総務課長

県労働者住宅生活協同組合 専務

県教育委員会 文化課長

三重県文化財調査員設置要綱

（目的）

第 1条 三重県内に所在する埋蔵文化財を中心とし、必要に応じてその他の有形

文化財、民俗文化財、史跡名勝天然記念物（以下「文化財」という。 ）の保護

の万全を図るため、三重県文化財調査員（以下「文化財調査員」という。）を設

設箇する。

（任務）

第 2条 文化財調査員は、次に掲げる調査事項に従事する。

① 三重県文化財パトロール事業における文化財の巡視及び調査

② 国、県営の各種土木建設事業における文化財の分布及び確認調査
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③ 埋蔵文化蔵発掘調査における調査協力

④ その他、文化財の保護に関し必要と認める調査

（定数）

第 3条 文化財調査員の定数は 50人以内とする。

（任用）

第 4条 文化財調査員は、地方公務員法第 3条第 3項第 3号の規定により任用す

る。

2. 文化財調査員は、大学において考古学、歴史学を専攻した者又は、それに

準する専門的知識を有する者のうちから、教育委員会が任命する。

3. 文化財調査員の任用期間は 1年とし、再任することができる。

（勤務条件等）

第 5条 文化財調査員の勤務条件、事務処理その他職務に関し必要な事項は、教

育長の承認を得て別に定める。

（報酬の額）

第 6条 文化財調査員の報酬の額は、特別職に属する非常勤職員の報酬及び費用

弁償に関する条例（昭和 36年条例第 3号）第 2条の別表の規定に基づき教育

長が別に定める。

（費用弁償）

第 7条 文化財調査員の費用弁償の額は、職員等の旅費に関する条例（昭和 32 

年条例第 46号）に規定する行政職 4等級の職務にある者に支給される旅費の

額に相当する額とする。

（公務災害補償）

第 8条 文化財調査員にかかる公務災害補償は、議会の議貝その他非常勤の職員

の公務災害補償等に関する条例（昭和 42年条例第 43号）の定めるところに

よる。

（補則）

第 9条 この要綱に定めるもののほか、文化財調査員に関し必要な事項は、教育

長の承認を得て別に定める。
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附則

地区

委
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1. この要綱は、昭和 53年 5月 1日から施行する。

2. 三重県文化財調査員設置要綱（昭和 54年 4月27日教育長決裁）は、

廃止する。

昭和 53年度三重県文化財調査員一覧表

氏 名 勤務先 勤 務 先 住 所 備考

加藤正美 員弁高

゜伊東春夫 桑名高

゜伊藤信夫 四日市高

゜松本 覚 北勢中

゜田中欣治 三重短大

゜山下雅春 朝 日 小

゜片岡雅章 四日市南高

゜安田 日出麿 三重平中

高川 晃 常盤小

大場範久 神戸高

゜保条 馨 平田野中

゜硲花千人 白鳥中

゜生駒 勝 ※津女子高

゜河合良成 橋南中

゜浅生悦生 西郊中

゜下井 彰 東観中

゜稲生進一 ※高宮小

゜世古且守 松阪第 2小

゜奥 義次 松阪商高

゜青木 進 ※西黒部小

゜榎本義譲 松阪第 4小

゜奥谷義一 久保中

゜福田 昭 多気中

゜中西 健 度会中

゜御村精治 小俣中

゜中世古祥道 自営

゜高見宣雄 磯部小

゜村上喜雄 小浜小

゜
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地区 氏 名 勤務先 勤 務 先 住 所 備考

誓は
川添昭博 浜島中

゜伊藤 保 自営

゜・度
9士じヽム云 竹内正弘 和具 小

゜摩・ 足立行正 松阪工高

゜阿上
森）II 桜男 自 営

゜山野
福井健二 郵便局貝

゜東川寅信 薦原小

゜． 

名
松山謙治 西 小

゜名張
岡本武和 阿山 中

゜奥西 勲 箕曲小

゜賀・
森前 稔 島ケ原中

゜北尾 伊藤 良 団体役員

゜牟鷲 溶 章治 長島高

゜婁． 杉本 彰 三木小

゜南熊 嶋 正央 自 営

゜牟野
婁． 吉部 均 荒坂中

゜備 北 勢13名 南 志 9名熊 野 2名 勧傍先柵※印は教頭鷹

中 勢 4名 上 野 7名計 4 4名 勧務先住所と本人の住所が同一市町村でない場合

松 阪 6名 尾 鷲 3名 （県文化財バトロール
は、本人の仕所を（）した。

考 員42名） 備考欄〇印は県文化財バトロール員とする。
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II 事前協議概況

1. 公共事業の協議

建設省関係道路計画地内埋蔵文化財

事業名 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 況

国道 1号線 谷 山 占 墳 亀山市井田川町 占墳後期、木棺直葬

山 城 遺 跡 II 川合町 占墳期以後集落址

堀 越 遺 跡 II 椿世町 II 

大 坪 遺 跡 II II II 

正 和浦遺跡 II 亀田町 II 

千 本塚遺跡 II 羽若町 II 

糀屋垣内遺跡 II II II 

禍 飛 館 跡 II 野村町 中 世 館 址

国道 42号線 御堂山遺跡 松阪市西野々町 集 落 址

四 常 遺 跡 ” 朝日町 II 

黒田山古墳群 多気町兄国 |円 墳 3 基

I 井田上野遺跡 紀宝町井田 弥生期以降集落址

下地町田遺跡 II 成川 古墳期 II 

近畿自動車道 庄 村 遺 跡 一志町荘村 室町期以降集落址
伊 勢 線

八反田遺跡 II 片野 II 

偏ァノ木遺跡 II 日置 II 

口 山田古墳 嬉野町口山田

口 山田遺跡 ” II 占墳期以降集落址

天保 B 遺跡 II 島田 II 

天 保占墳群 II II 円 墳 6 墓

天 保 館 跡 II II 中 世 館 址

中 尾 遺 跡 II 薬王寺 占墳期以降集落址

ビハノ谷占墳 II II 

平 田 遺 跡 松阪市小野町 古墳期以降集落址

下山見 A 遺跡 II 小阿坂町 II 

II B 遺跡 II II 

” 
新 田 遺 跡 II II II 

岩 谷古墳群 ／／ 大阿坂町 円 墳 2 基
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事業名 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 況

近畿自動車道 垣内田遺跡 松阪市岩内町 弥生期以降集落址
伊 勢 線

榎 長 跡 伊勢寺町遺 II 

平 林古墳群 II II 円墳、横穴式石室 6墓

森下池西方遺跡 ” 御麻生園町 占墳期以降集落址

大原堀遺跡 II II 縄文期集落址

下村 A 遺 跡 勢和村丹生 縄文期以降集落址

下村 B 遺跡 II II II 

下 村 占 墳 II II 

山 崎 遺 跡 多気町牧 縄文期以降集落址

浅間山北遺跡 II II 

” 
II 南遺跡 II II ” 
中 牧 遺 跡 ” 

II 

” 

県土木部関係道路計画地内埋蔵文化財

事業名 遺 跡 名 所 在 地 I 遺 跡 概 況 I 
I 

国道 306号線 古田寺屋敷町 藤原町古田 室町期以降、土塁残存

大西神社古墳 北勢町阿下喜 円墳 2 基

覚正垣内遺跡 II 覚正垣内 錬倉期以降集落址

野々 田遺跡 大安町野々田 縄文期集落址

野々田古墳群 II II 円墳10基 3甚残存

奥郷浦古培群 菰野町潤田 3 甚

国迎 3あ号線 権現坂遺跡 北勢町東村 縄文期以降集落址、試掘済

大久保城跡 大安町片樋 中世館址、土塁残存

門ノ上占墳群 四々市市小牧町 6 基

真造寺遺跡 II II 弥生期集落址

高岡山古墳 II 上海老町 円墳 3 基

国道 306号線 三宅西条城跡 鈴鹿市三宅IBJ 中世城址保存

徳居 13号窯址 河芸町三行 古墳後期

国道 166号線 下滝野城址 飯高町下滝野 中世城址保存

国道 167号線 荘 遺 跡 二見町荘 占墳後期以降集落址、調査済

赤 坂 遺 跡 烏羽市堅神 ” 
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事業名 遺跡名

国適 260号線 1 道筋墓址

神宮寺遺跡

堂ノ七 2 号墳

田尻浜遺跡

宮ノ前遺跡

宮ノ前北遺跡

御座城址

御座北西遺跡

国道 311号線 1 ハザマ遺跡

大高見遺跡

県道
草生曽根線

豊里久居線

的矢・烏羽線

東観音寺遺跡

八幡削遺跡

多倉田遺跡

岡副遺跡

小丹古墳

峯治城址

鍋田古墳群

長浜遺跡

的矢・大王線 1 殿畑 遺 跡

安乗・港線 I 国府城跡・殿畑遺跡

里・鹿谷線

都区計画道路
多度香取線

豊里・久居線

白木西町線

茅原•生首線

茶地岡向井線

浜田浜遺跡

多度小学校遺跡

天王平尾津平遺跡

小舟古墳

峯治城跡

若山城跡

笠松遺跡

向井遺跡

所在地

大王町波切

II 船越

II II 

志摩IBJ片田

II 御座

II II 

II II 

II II 

熊野市有馬町

II 金山町

安濃町東観音寺

／／ 八幡前

II 多倉田

／／ 岡副

津市上浜町

I/ 一身田町

磯部町飯浜

II 

II 国府

II II 

II 阿児町甲賀

桑名郡多度町小山

II 

津市上浜町

／／一身田町

亀山市若山町

度会郡蝦和村丹生

尾鷲市向井浦

遺跡概況

時期不詳、前方後円形に石積

弥生期以降集落地

円墳 1甚横穴式石室

鎌倉期以降集落址

II 

II 

中 世城址

鎌倉期以降集落址

古墳期以降集落

II 

古墳期以降集落址、試掘済

II 

II 

II 

古墳後期、 100m' 

中世館址、 5,000 mと

1 9 甚

弥生期以降集落址

奈良期以降集落址、試掘済

II 

弥生期以降集落址

縄文期以降集落址

平安期以降集落址

円墳

先文期、散布地

縄文期以降集落址、試掘済

河川改修計画地内埋蔵文化財

事業名 遺跡名

木津川改修園 I北堀池遺跡

所在地

上野市大内

ー必一

遺跡概況

弥生期以降集落址、調査中



事業名 遺跡名

木津川改修（動 下郡遺 跡

金沢川改修隕） 金沢川遺跡

所在地

上野市下郡

鈴鹿市南若松町

遺跡概況

古墳期以降集落址、調査中

弥生期以降集落址

公団・公社事業計画地内埋蔵文化財

事業名 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 況

水資源開発公団 中垣内遺跡 北勢町奥村 散布地
三重用水 川原井瓦窯址 鈴鹿市加佐登町 3基、伊勢国分寺瓦

県住宅供給公社 丸 岡 遺 跡 四日市市西村町
宅地開発

II 丸山糖塚古窯址 玉城町長深

II 酒部屋西遺跡 II 

II 大仏裏占墳群 小俣町東村 1 0 基

II 片付山古墳群 II 4 基

II 大仏山西古墳群 II 1 2 基

II 大仏山廃寺跡 II 

II 浄 泉 寺 跡 II 

II 大仏山中世墓群 II 

II 久米山古墳群 上野市守田町 3 7基中9基調査済

II 久米 山遺跡 II 7 か所

国の機関等による文化庁通知

事 業 名 通知者 事 業 地 面積 (rnう 遺 跡 備考

国道 365号線 県知事 北勢町東村 4,?iClO 権現坂遺跡 調査済

団体営 場整備事業 津市長 津市雲出島臣町 900,000 殿木遺跡 II 

II 松阪市長 松阪市殿村町 477,000 わこ畑遺跡他3 本調査予定

II 

” II 中万町 961, 000 射原垣内遺跡他 4 ／ヽ

広域市町村臆道路 明和町長 明和町坂本 2,300 粟垣内遺跡 調査済

生活改善センター 度会町長 度会町麻加江 591 栢垣内遺跡 無調査着工

広域市町村圏道路 青山町長 青山町羽根 197 塚原遺跡・古墳 本調査予定
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2. 民間企業の協議

民間企業等開発計画の巾前協議会

種 別 事 業 場 所 面積 (ha) 備 考

ゴルフ場 名張市短野字西浦 1 1 9. 0 ゴルフ場等の開発事業に関する指導要綱

農エ団地 大安町大井田 71.9 三重県宅地開発事業の甚準に関する条例

住宅団地 名張市滝之原・上野市比土 3 7. 6 都市計画法

II 名張市新田 19. 7 II 

レジャー施設 紀伊長島町三浦 II （レクリェーション都市）

民間企業の開発計画区域遺跡分布調査
（市町教育委員会等実施）

地区 種 別 事業者 面積佃） 事 業 地 備 考

w 翠 療 所 長谷山診療所 3,183 津市片田長谷町字西谷

幼 稚 國 久居市 1,837 久居市野村町

II II 1,903 II 森町 I 

ライスセンタ
久居農協 16,311 II II 字上新田

中

集 A コ 所 久居市 1,000 II 

” 
勢 II II 1,300 II 明神町字池田

宅地開発 2,835 II 一色町字鴻野

教

” 三交不動桂誅 216,000 
／／ 相川町、野村町

宅地開発
三交不動産株 1,649 II 野村町ユ円S 進 入路

宅地開発 三栄土地誅 3,821 II 北口町

事
II 卸上野工務店 4,767 II 元町 川方城址、無断一部削平

高圧線鉄塔 中部電力卸 600 ” 木造町、新家町務
個人住宅 個 人 1,997 II 烏木町

所
宅地開発 三栄土地保 2,753 II 北口町字壱丁目

II 坪井不動産 2,632 嬉野町下之庄字野新田
焼野

” 
和興ホーム

嬉野町中川字東野田
重 誅

” 飯南商事（莉 'L.6.705 II 須賀字沢 遺物散布地、試掘遺構なし
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地区 種 別 事業者 面積紺） 事 業 地 備 考

中 宅地開発 三洋不動産 3,300 嬉野町中川
勢
教 II 三重土地商事有 3,353 II 黒野字犬連寺 遺物散布地
コ円= 
事 II 富樫電研工業卸 8,600 II ” 下フケ務
所 育苗センター 美杉村農協 14,917 美杉村八知字高づら他

宅地開発 全国農協連合会 91,217 伊勢市上野町字大津野

南
宮川自動車

勢
自動車学校
教習所

72,457 II 佐八町字山ノ神田

志
宅地開発 卸 丸 八、 47,967 II 大奏町字野川原新

摩
田

教 高圧線鉄塔 中部電力卸 196 II 鹿海町字南山
工事中古墳発見、本調査
実施

コ円云

宅地開発 個 人 烏羽市答志町字小浜 工事中古墳発見
事

務
自転車道 三重県土木部 1,000 磯部町坂崎

所
宅地開発 伊勢志摩地建昧 17,214 阿児町鵜方字神木山

II 聡ニッカン 4,371 II 神明字里中

上 通信施設 東海電気通信局 伊聟町字適山

野 社 殿 他 宗教法人天真教 3.403 上野市千歳字宮ノ森 本調査実施

砂利採取申請に伴う遺跡分布調査
（市町教育委員会等実施）

種 別 事 業 者 事業場所 面積徊） 備 考

砂利採取 卜 モ 工 商 店 北納町瀬木字宮西 8,753 遺跡なし

” 大喜多生コン向 多気郡大台町長ケ字池下 3,644 II 

II 中村コンクリート工業 伊勢市円座町野田崎 40,536 ” 
II 伊 藤 砂 利（荀 度会郡大宮町野原字東森 9. 365 II 
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III 発掘調査遺跡等

緊急発掘調査遺跡一覧

遺跡名 所 在 地 原 因 調査主体 調査費負担者 備考

権現坂遺跡 北勢町東村 国道 365号改良 県 教 委 県土木部 △ 

大膳寺跡
四日市市南いかるが

任宅地化 市 教 委 国・県・市 炊． 
町

中村遺跡 四日市市中村町 富田山城有料道路 県道路公社・ II 県道路公社

関氏正法寺
関町鷲山 軍要遺跡確組調査 町 教 委 国・県• 町 -~ ．． 

山 荘跡

川原井遺跡 鈴鹿市加佐登町
三重用水加佐登調整

市遺跡調査会 水資源開発公団
池

大木ノ輪
鈴鹿市林崎町 県営圃場整備事業 県 教 委 国・県農林水産部 ＊ 

遺跡

深田遺跡 II 東玉垣町 II II II 校．． 

双ツ塚遺跡 II 柳町 II II II -~ ．． 

愛宕 1号墳 ” 愛宕町 士 取 市 教 委 市

末野C遺跡 II 郡山町 住宅団地開発 市遺跡調査会 三交不動産諒

北浦遺跡 安濃町田端上野 県営圃場整備事業 県 教 委 国・県 農林水産部 ~ ．． 

川 北城址 津市大里Ill北町 住宅団地開発 調 査 団 誅北村組

川北遺跡 II II 

” ” 
II 

垂水遺跡 II 垂水 団体営圃場整備事業 市 教 委 市 △ 

殿木遺跡 II 雲出島貫町 ” ” 
II △ 

長持本屋敷
久居市新家町 II II II △ 

遺 跡

掘田遺跡 嬉野町宮古 県営圃場整備事業 県 教 委 国・県農林水産部 ~ 

南山遺跡 松阪市土古呂町 砂利採取 市 教 委
国・県・市渡辺砂

-~ ．． 
利

山添遺跡 II 山添町 県適改良 県 教 委 農林水産部

東裏遺跡 多気町詞田 県営圃場整備事業 II 国・県農林水産部 ~ ．． 

戸峯 1号墳 明和町池村 土 取 町 教 委 三重産業卸

斎宮跡
II 斎宮

斎宮跡調査事務所用
県 教 委 国・県 沢．． 

18次調査 地
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I遺跡名 所 在 地 原 因 調査主体 調介費負担者 備考

斎宮跡
明和町斎宮 計画調査 県 教 委 国・県 ＊ 

19次調査

斎宮跡

” 
II II ” II ＊ 

20次調査

斎宮跡
II II 個人住宅建設 町 教 委 国・県，町 ~ ．． 

21次調査

斎宮跡
II II 県営圃場整備事業 県 教 委 県農林水洋部'22次調査

粟垣内遺跡 II 馬之上 広域市町村圏道路 町 教 委 町

西出遣跡 II 佐田 県営圃場棺備事業 県 教 委 国・県農林水産部 ＊ 

離宮院跡 小俣町字離宮山 町道改良 町 敦 委 町

南山古墳 伊勢市鹿海町 裔庄線鉄塔 市 教 委 中部電力卸

荘遺跡 二見町荘、三津 国道 167号改良 県 教 委 県士木部

殿畑遺跡 阿児町国府 県道改良 II II △ 

新大仏寺
大山田村富永 重文保存施設 新大仏寺 国・県 新大仏寺 ~ ．． 

大 仏殿

新大仏寺
II II 軍文収蔵庫 II 新大仏寺J--. 人堂跡

西谷遺跡 II 中島 県営圃場幣備事業 県 教 委 国・県 農林水産部 ぷ• 

西谷1号墳 II II II ” II ¼ ．． 

西谷2号墳 II II ” 
II II ふ． 

平林 1号墳 II 真泥 II II II -~ ．． 

下 郡遺跡 上野市下郡 木津川河川改修 ” 県土木部 △ 

唐木谷遺跡 ” 猪田 農協ライスセンター 市遺跡調査会 上野南農協

北堀池遺跡 II 大内 木津川河川改修 県 教 委 建設省

宮ノ森遺跡 II 千歳 宗教法人施設 市遺跡調否会 天真教

小廻 り
II 大内

古窯址
工場用地造成 II 和田精工株

北山遺跡 II 大野木 I ，県営圃場”幣備事業 県 教 委 国・県 農林水産部 ＊ 

内屋敷遺跡 II 朝屋 II 

” ~ 
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遺跡名 所 在 地 原 因 調査主体 調査費負担者 備考

塚原遺跡 青山町羽根 広域市町村圏道路 町 教 委 町 △ 

臼早稲遺跡 名張市瀕占ロ 住宅団地開発 市遺跡調査会 新東昭開発卸

臼早稲
II II ” 

II II 
1 号墳

（△印は試掘・遺跡範囲確認調査 ＊印は国庫（県費）補助事業）
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埋
蔵
文
化
財
認
定
通
知
物
件
一
覧

文
化
財
認
定

文
書
番
号

1
日
付

ー 7 3 ー

物
件

教
文
第
3
6
3
号
Is
 3. 
z
 1
 a
 I縄
文
後
期
土
期
、
須
恵
器
、
礫
器

教
文
第
4
0
8
号
5
 3. 
8.
1 
8
 
蔵
骨
器
、
土
器
破
片
、
石

教
文
第
4
0
9
号
5
 3. 
8.
1 
8
 
須
恵
器
、
土
師
器
、
砥
石

教
文
第
4
2
0
号
5
 3. 
8. 
2
 6
 
須
恵
器
、
土
師
器

教
文
第
4
3
8
号
5
 3. 
9. 
9
 
人
面
土
版
1
、
土
器

教
文
第
4
6
8
号
5
 3. 
9. 
2
 8
 
緑
釉
花
文
風
字
硯
1

須
恵
器
円
面
硯
1

土
師
器
、
須
恵
器

教
文
第
9
6
号
ls
 
4. 
3. 
,
 I土
器
（
須
恵
器
）
1
点

名
出
土

教
文
第
3
6
号
Is
3. 
2. 
1
 I
山
菜
碗
、
土
師
器
、
コ
ン
テ
ナ
バ
ッ
ト
1
四
日
市
市
茂
福
町

4
箱
下
駄
、
漆
器
椀
、
木
製
品
1
0
箱

教
文
第
7
6
号
1
5
3
.
2
.
2
5
1
縄
文
、
弥
生
、
土
師
、
須
恵
器
7
D
箱
1
名
古
屋
市
青
連
寺

鉄
器
、
石
器
1
0
箱

教
文
第
8
2
号
1
5
3
.
2
.
2
7
1
縄
文
土
器
1
D
 7
点
、
石
匙
1
5
点、
1
尾
鷲
市
大
字
向
井

石
斧
1
点
、
石
鉗
族
1
6
点
、
石
楢
1
点

そ
の
他
石
器
3
1
点
、
古
墳
期
土
器
片

5
点
、
室
町
期
土
器
片
2
9
 2
点
、
合

計
4
6
 8
点

教
文
第
8
3
号
I5
3
.
 
2
.
2
7
 I
縄
文
土
器
4
点
、
須
恵
器
2
点
、
甲
賀
1
尾
鷲
市
大
字
大
曽
根
浦

式
土
器
2
点
、
刃
器
2
点

教
文
第
1
9
9
号
1
5
3. 
4. 
2
 5
 I
伊
賀
焼
骨
壺
5
点

上
野
市
上
神
戸

西
芳
寺
旧
墓
地

地

尾
鷲
市
早
田
町
石
浜

教
文
第
3
6
4
号
s
 
3. 
7. 
1
 s
 I弥
生
式
土
器
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
石
1
四
日
市
市
大
宇
羽
津
字
山
ノ
奥

斧
、
土
錘
、
砥
石

鳥
羽
市
答
志
町
小
浜

I
 

出
土
年
月
日
1
発
見
者
土
地
所
有
者

5
2
.
1
2
.
2
2
[
田
川
亮
三
I三
重
県

s
 
3. 
1. 
1
 s
 I北
森
義
隆
l
新
東
昭
開
発
株
式
会
社
1
名
張
市
教
育
委
員
会

5
 3. 
1. 
2
 6
 I
中
野
敬
義
I三
重
県

s
 
3. 
2. 
s
 I伊
藤
良
I
個
人

5
 3. 
3. 
2
 5
 I
個
人

1
個
人

5
3
.
 
6
.
2
0
1
伊
藤
良
早
田
漁
業
組
合

5
3
.
 
6
.
3
0
 
山
鹿
静
夫
三
重
県

鈴
鹿
市
加
佐
登
町
字
椎
山
5
 3. 
7. 
1
 0
 

四
日
市
市
中
村
町
字
広
ケ
谷
5
 3. 
7. 
3
 1
 

紀
伊
長
島
町
大
字
海
野
字
見
座
5
 3. 
7. 
2
 7
 

多
気
郡
明
和
町
佐
田
字
西
出
5
 3. 
9. 
2
 

多
気
郡
多
気
町
河
田
字
東
裏
5
3
.
 
9
.
2
8
 
横
田
英
司
I
河
田
土
地
改
良
区

s
 
4. 
2. 
1
 I
個
人
1
個
人

保
管
場
所

四
日
市
々
立
郷
土
資
料
庫

尾
鷲
市
遺
跡
調
査
会

尾
鷲
市
郷
土
館

上
野
市
上
神
戸
西
芳
寺

尾
鷲
市
郷
土
館

四
日
市
市
立
郷
土
資
料
庫

中
川
義
一
水
資
源
開
発
公
団
加
佐
登
神
社

山
鹿
静
夫
三
重
県
道
路
公
社
四
日
市
市
立
郷
土
資
料
庫

湊
章
治
個
人

紀
伊
長
島
町
教
育
委
員
会

横
田
英
司
上
御
糸
土
地
改
良
区
県
埋
蔵
文
化
財
整
理
室

同
上

鳥
羽
市
答
志
町
1
9
6

答
志
文
化
財
保
存
会



I
 文
化
財
認
定

物
件

名
I
 
出

地
出
生
年
月
日
発
見
者
土
地
所
有
者

保
行
楊
所
7
 '
 

＇ 

土
文
書
番
号
日
付

教
文
第
9
7
号
5
 4. 
3. 
1
 土
器
（
土
師
器
、
須
恵
器
）
1
 5
 0
箱
名
張
市
中
村
7
6
 0
 

5
 4. 
2. 
6
 
北
森
義
隆
新
東
昭
開
発
株
式
会
名
張
市
立
図
杏
館

石
器
1
箱
、
鉄
器
4
点
ほ
か
石
艘
品

社

（
勾
王
、
有
孔
円
板
、
管
王
、
耳
管
）

7
点

教
文
第
1
5
8
号
5
 4. 
4. 
4
 
須
恵
器
、
土
師
器
、
灰
釉
陶
器
、
山
茶
四
日
市
々
南
い
か
る
が
町
5
 4. 
2. 
6
 四
日
市
々
教
個
人

四
日
市
々
立
郷
土
資
料

椀
、
瓦
2
D
箱

育
委
員
会

庫

教
文
第
2
7
4
号
5
 4. 
5. 
2
 3
 
瓦
3
0
点

阿
山
郡
大
山
田
村
富
永

5
 4. 
3. 
3
 0
 江
波
戸
弘
寿
個
人

新
大
仏
寺
収
蔵
書
庫

教
文
第
2
7
5
号
5
 4. 
5.
2 
3
 
須
恵
器
骨
壺
1
個

桑
名
郡
多
度
町
多
度
八
壺
谷
5
 4. 
4. 
2
 
伊
東
春
夫
個
人

多
度
町
教
育
委
貝
会

教
文
第
3
1
6
号
5
 4. 
6.
1 
1
 
浄
瓶
1
点
、
軒
瓦
破
片
若
干
、
土
器
瓦
鈴
鹿
市
加
佐
登
町
字
川
原
井
5
 4. 
5.
2 
5
 
加
藤
清

1I
個
人

鈴
鹿
市
教
育
委
員
会

破
片
1
2
 0
袋

ー 7 4 1  



N 埋蔵文化財関係事務手続き

文化財保護の指導要項

① 適用の範囲

文化財保護法・県条例の適用を受ける開発事業および文化財の所在地の形質の変更につい

て適用する。

R 文化財の所在の確認

(1) 史跡・名勝・天然記念物

① 文化財地図・文化財台帳・文化財一覧表によって照合する。

＠ 開発区域内の文化財確認調査を実施する。この場合は、県教育委員会文化課の認める

者により現地において確認調査を行ない調査報告書を提出させる。

(2) 埋蔵文化財

④ 遺跡地図・遺跡台帳によって照合する。

＠ 開発区域内の遺跡分布調査を実施する。この場合についても現地において県文化財調

査員または、県教育委員会文化課の認める者による分布調査を行ない調査報告書（書式

2)を提出させる。

⑧ 文化財の保存方法

(1) 史跡・名勝・天然記念物

④ 開発区域より除外する。

＠ 文化財の周囲で開発事業を実施する場合には、維持・管理方法および環境変化を検討

し、保存に影薯のないよう考慮する。

(2) 埋蔵文化財

④ 現状保存とする。ただし整備して保存する場合は、整備計画書を提出させる。

＠ 発掘調査を必要とする場合は、現状保存が困難な事由を説明し、その箇所の開発事業

設計図面（平面図・縦断面図）および発掘調査計画書（書式3)ならびに調査計画図面

を提出させる。ただし、保存の可否は発掘調査終了後その結果にもとづき決定する。

(3) 保存については保護措置書（書式 1)を提出させるとともに覚書もしくは協定書を締結

する。

④ 経費の負担

文化財確認調査・遺跡分布調査•発掘調査および保存に要する経費は、原則として原因者

負担とする。
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（書式 1)

年 月 日

文化財の保護措置

教育委員会教育長 殿

住所

事業主氏名

電話

⑲ 

i -----—• --------~ —-------—---—--—-—--—----- ------—-----—------------------丁―—-~—----―ゴ

，中采名
， 市町 ＇ 

大字 1計画面積 吋 i
郡村

------―-------------------—-----一•一---—--------―----―__ L __ -____ L ----
事菜名i

文化財地図・台帳

遺跡地図・台帳との照合」--―-----—ー・・「―----一 ―--- —- ---

文化財調査i 年
—--—• --------- ． ー一 ヽ- -- - --- --- -------

調査担当者｝

, --—-—_____ L __―---―•一丁―-- ---ー----------------~---------~- --―-------
，文化財保護協定の締結 i 年 月 日 i遺跡発見届， 年 月 日

し＿．—―- -----------------— 1--- —-------

：該当文化財の名称I 保
--- - --、--、 一I I 

I 
I 
I 

I 

I i 
i 

I 
I 

備考I--I 

＿
月 日

護

------, 

し

` ―-・ —--- • ー・-- -~---- _;  

措

- - - - -

閥

i 
｛ 

・・・--- --

※ 分布調査の結果、確認されなかった場合は、その旨を備考欄に記入のこと。
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（書式 2)
(1/1000 ~ 1/3000の地図を添付）

文 化 財 周-1--n 壺 報 告 書

［事

~-旦
）
 

一
等

一

月

一

一

形

一
地

名

一麟
紐
〗
一
ロ

一
現

1
 __ 

＿

_

|

1ー

1
ー

1

者
'
・

地

＿

者

四

二

間

一

(

担
一
期

」
四
査

＿

―

 

一
調
歪
冠
L

I

I

 

、
＇

i――-

事

菜

菜

市 町

郡村
大字 ！計画面積］ 而］

―-------------―-------- --ー.I -一・- -----・---・ 

電話

年 月 日 ！
！
「
り

‘,'’ 

1
,
9
9
9
9
,
9
,
9
i
,
9
9
9
,
.
＋ー
'
i
i
9
1
'
9
,
．9
;

調

杏
i

方

財

況

,
•
1
]
|
'
T
.
i

—
ー
，

¥
-
一
代時(

-

＿
考
一

-

―

 

爛
―

，
 

↑ー
1
ー

1
,
I

l
ー

，

’

_

ー

1

1

1

品士出現状

文

化

1

,
＇
9
1
1
,

＇

1

、1
,
'
1
9
,
1
,
1ー

模讐
丁
'
i

「
'

―

―

 

一称
ー

＿

—— 

―
-

／
 

ー

一
―

-

―

―

 
-

」

名
―
-

＿

 

|

i

 法

＿

の

概

一

備

考

一

，

9

・

ー
・
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（書式 3)

事業地区内埋蔵文化財試掘（発掘）調査計画書

1. 発掘調査場所

市

郡

別添図

市町

大字

郡村

町

大字

村

字 番地

2. 埋蔵文化財の名称と概況

名称
~I 
I 

概

！ 

-----~-- -~--_J __ _ 
7 
~--~-------」

3. 調査の目的

間
期
査
調
と要

積
面

査概一
調名一~~ 111r'||,1 ~~ 4 

称Ii全体面積 調査面積 調査期問（）
日報出-告土品書作整坤成 1 I 

年月

日（ 日間）

日～

） 
I 年月 日
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12) 調杏工程

（月・日）

， 
地形'"'-~.

丁―-「―l―丁可―了「ゴ―-1―「「「-r―--「, -「「「7-7「下丁――

発掘

表

退

土

構

除

検

1 報告書作成，

！ 
------—---- --- - ' ----- -- - - -- - -- --------—と一ー-- -―----一-----------一---

5
 
調査の態勢

調杏主体

調査担当者

6
 
発掘凋査費（明紀は別紙）

円

7
L
 
報 告 書

部

8
 
その他 ／，同遺跡が事業計画地域外に広がる場合その残余の部分につ

いての保護措憧
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＊
 
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

研 究 機 関 者

報
告
書
の
請
求

禁
止
・
停
止
・
中
止
命
令

5
 7
の
2

学 術 調 査

|  8 0  1  

i
 

し-
--
--
-
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
.
 
--
--
--
-
--
--
--
--
--
-
--
--
-
--
--
--
--
--
-
-

9
8
の
二
の
5

9
8
の
二
の
5

届 出 者
油 掘 灯 合 要 涅 染 檸 潔 S 甜 m、

（ 学 術 調 査 以 外

指
示

保
護
上
必
要
事
項

1
 0
 3
 

5
7
の
二
の
2

一 国 の 機 関 等



＊
 
遺
跡
の
発
見

※
1
 0
万
円
以
下
罰
金
(
1
0
 7
の
三
）

所 有 者 ・ 占 有 者

現
状
変
更
行
為

停
止
・
禁
止
命
令

3
ヶ
月
(
6
ヶ
月
）

濠
3
万
円
以
下
過
料
(1
1
 1
の
2
)

I三
三
｝
—
-
-
県
市
町
村
教
委

発
見
者

諮
問

文
化
財
保
護
審
議
会

5
7
の
五
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発掘等に関する手続き

調査のための発掘に関する手続

第 57条 土地に埋蔵されている文化財（以ド「埋蔵文化財」という C)につい

て、その調杏0)ため上地を発掘しようとする者は、文部省令の定める中坦を

記載した内面をもって、発掘に柑手しようとする日の 30日前までに文化庁

長官に届け出なけれはならなし％たたし、文部省令())定める場合は、この限

りでないc

（様式）

（文-,}~:番号）

年月 U 

文化庁長官

届出者住所

氏名 （名称及代表者氏名）（印

埋蔵文化財発掘調杏届出内

文化財保護法第 57条第 1項の規定により、 ド記のとおり届け出いたします。

記

1. 発掘予定地の所在地の所在及び地番

2. 発掘予定地の面積

3. 発掘—f疋地に係る遣跡の種類、員数及び名称並びに現状

4. 発掘謁査の目的

5. 発掘調査の主体となる者の氏名及ひ住所

6. 発掘担当者の氏名及び任所並びに経歴

7.- 発掘柑手の時期

8. 発掘終了の予定時期

9. 出土品の処附に関する希芋

1 0. その他参考となるべき申瑣

—添付 tf 類

1. 発掘予定地及ひその附近の地図

(2月5千分の 1及び千分の 1に位骰、範囲を記入）

2. 発伽担当者か発掘調杜の主体となる者以外であるときは発掘担当者の

発掘担当承諾~f
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~- 発掘予定地の所有者の承諾古

4. 発掘予定地につき権除に基づく占有者があるときは、その承諾青

5. 発掘予定地の区域において、石灰石、 ドロマイト、耐火粘土、砂鉱等

地表に近い部分に存する鉱物につき鉱業権が設定されているときは、当

該鉱業権者の承諾古:c

くその他＞

（埋蔵文化財発掘調査計画書 「三重県開発事業に1見する計画設計の技術

基準」の文化財保護の指導要項の!}式 3を必ず添付）

）は参考

土木工事等のための発掘に関する手続

第 57条の 2 土木工事その他埋蔵文化財の調蒼以外の目的で、貝づか、古墳

その他埋蔵文化財を包蔵する土地として尚知されている土地（以ト・「固知の

埋蔽文化財包蔵地」という。）を発掘しようとする場合には、前条第 1項の規

定を準用する e この場合において、同項中「 3D日前」とあるのは「 6D日

前」と読み替えるものとするc

（様式）

（文書番号）

年月日

文化庁長官

届出者仕f'fr
（事業主体者）

氏名 （名称及代表者氏名）（印）

埋蔵文化財発掘届出書

文化財保護法第 57条の 2第 1項の規定により、下記のとおり届け出いたし

ますc

記

1. 土木工事等をしようとする土地の所在及び地番

2. 土木工事等をしようとする土地の面積

3. 土木工事等をしようとする土地の所有者の氏名又は名称及び地番

4. 土木工事等をしようとする土地に係る遺跡の種類員数及び名称並びに現状

5. 当該土木工事等の目的計画及び方法の概要（埋蔵文化財所在地における

土木工事計画とその方法）
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6. 当該土木工事等の主体となる者（当該土木工事等が請負芙約等によりな

されるときは契約の両当事者）の氏名及び住所

7. 当該土木工事等の施工担当責任者の氏名及び住所

8. 当該土木工事等の着手の時期（埋蔵文化財の所在地における土木工事着

手の時期）

9. 当該土木工事等の終了の予定時期（埋蔵文化財の所在地における土木工

事終了の時期）

1 0. その他参考となるべき事項

一ー添付書類―

土木工事をしようとする士地及びその附近の地図並びに当該土木工事等の

概要を示す書類及び図面

国の機関等が行なう発掘に関する手続

第 5 7条の 3 国の機関、地方公共団体又は国若しくは地方公共団体の設立に

係る法人で政令の定めるもの（以下この条及び第 57条の 6において「国の

機閃等」と総称するclか、前条第 1項に規定する目的で周知の埋蔵文化財包

蔵地を発掘しようとする場合においては、同条の規定を適用しないものとし、

当該国の機関等は、当該発掘に係る事業計画の策定に当たって、あらかじめ、

文化庁長官にその旨を通知しなけれはならないc

（様式.)

文揖番号

年月日

文化月長官

通知者
（事業主体者）

名称及び代表者氏名（印）

00事業に伴う埋蔵文化財の発掘について

文化財保護法第 57条の 3第 1項の規定により、下記のとおり通知いたしま

すc

記

（第 57条の 2第 1瑣の記載事項及び添付書類を準用する C tこだし 7の当該

土木工中等の宅体となる者の氏名及び住所は、機閲法人、団体の名称及び

代表者山氏名並びにリ廿務所の所在地とする。）
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遺跡の発見に関する手続

第 57条の 5 土地の所有者又は占有者が出土品の出士等により貝づか、住居

跡、古墳その他遣跡と認められるものを発見したときは、第 57条第 1瑣0)

規定による調査に当って発見した場合を除き、その現状を変吏することなく、

遅滞なく、文部省令の定める事項を記載した計面をもって、その旨を文化斤

長官に届け出なけれはならなし、 C ただし、非常災害のために必要な応急措附

を執る場合は、その限度において、その現状を変更することを妨げないc

（様式）

（文書番号）

年月日

文化庁長官

届出人仕所

氏名 （名称及び代表者氏名）（印）

遺跡発見届出書

文化財保護法第 57条の 5第 1項の規定により、下記のとおり届け出いたし

ますC

記

1. 遺跡の種類

2. 遺跡の所在地及び地番

3. 遺跡の所在する土地の所有者い氏名又は名称及び任所

4. 遺跡の所在する土地の占有者(}.J氏名又は名称及ひ住所

5. 遺跡の発見年月日

6. 遺跡を発見するに至った事情

7. 遺跡の現状

8. 遺跡の現状を変更する必要のあるときは、その時期及び理由

9. 出土品のあるときは、その種類、形状及び数猷

10. 遺跡の保護のために執った又は執ろうとする措裳

11. その他参考となるべき事項

添付轡類一一

遺跡か発見された土地及びその附近の地図並びに士木工事等により遺跡

の現状を変更する必要があるときは、当該土木工事等の概要を示す書類及

び図面
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国の機関等の遺跡の発見に関する手続

第 57条の 6 国の機関等が前条第 1項に規定する発見をしたときは、同条の

規定を適用しないものとし、第 57条第 1項又は第 98条0)2第 1瑣の規定

による調査に当って発見した場合を除き、その現状を役吏することなく、遅

滞なく、その旨を文化庁長官に通知しなければならないC tこだし、非常災害

のために必妾な応急措骰を執る場合は、その限度においてその現状を変吏す

ることを妨けなし IC

（様式）

文内番号

年月日

文化庁長官

通知者

名称及び代表者氏名（印

00事業に伴う遣跡発見について

文化財保護法第 57条の 6第 1項の規定により、下記のとおり通知します。

記

（第 57条の 5第 1項0)記載事項及ひ添付書類を準用するc)

地方公共団体が行なう発掘調査に閑する手続

文化財保護法少一部を改正する法律等 ()j施行について（文化庁次長通達）の

第 11地方公共団体及び教育委員会関係(1)を参照のこと。

（様式）

文書番号

年月日

文化庁長官

通知者

名称及び代表者氏名（印）

埋蔵文化財の発掘調査について（通知）

埋蔵文化財を発掘調査しますので、下記のとおり通知いたしますc

記

（第 57条第 1瑣の規定を準用）
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埋蔵文化財担当業務

口当業務！ 業 務 の 内 容

建築許可等に関する幹事会に甚づく協議

民 宅地開発事業の基準に関する条例に基づく協譲・確認審査

開 ゴルフ場等の開発事業に関する指導要網に基づく協譲・確認審

発
間 大規模土地取引等に関する事前指導要綱に基づく協議

事 事
都市計画法に基づく協議・確認審査

工場立地法に基づく特定工場の届出に関する協議
業

林地開発行為許可申請に基づく協議業
と 市町村における開発協議についての指導・助言

の 県営ほ場整備事業等各種農業基盤整備事業に伴う協議

事
公 広域農道等各種農道改良事業に伴う協議

月、lj会 広域林道等各種林道改良事業に伴う協議

丑ノ‘ 農村工業導入法に基づく協議
協

国・県道等各種道路改良事業に伴う協議
事

議 国・県管理河川改良事業に伴う協議

業 市町村総合計画等の事前審査

市町村の公共事業における埋蔵文化財保護に関する指導助言

三重県文化財保護連絡会議

連 県 （庁内・公社等開発関係各課長）

絡 文化財保護連絡会

内 （各教育事務所管内市町村・県各部関係出先機関担当者）

会
埋蔵文化財担当者会議（各市町専任係）

議 県 東海三重県埋蔵文化財担当者会議

外 近畿 7府県技師会

竿掘届出書の処理

事 進 発掘通知書の処理
達
遺跡発見届出書および通知書の処理

務

旦埋蔵文化財認定・譲与願等の処理
処
虞ロ月 発掘調査に関する補助金申請・交付

事務

理 等 埋蔵文化財行政調査等の処理

埋蔵文化財経理事務

文パ 処 巡回報告の処理

化ロ卜 現地立会等による緊急協議
I 
財ル 置 関係市町村への連絡協議
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担当業務 業 務 の 内 容

各種公共事業関係緊急・計画分布調査

県 各種事前協議に伴う現地立会調査

緊
教
発掘調査に関する計画立案事務コ円とこ

未女 県営ほ場整備事業地緊急発掘調査

員 国・県道等道路改良工事計画地発掘調査

会 国・県管理河川改修工事計画地発掘調査
急 直

営 斎宮跡発掘調査

I 
重要遺跡確認、緊急発掘調査

I 

市 発掘調査に関する計画立案等の指導助言

調 町 発掘調査の担当者派遣村
教 発掘調査の指導・助言・協力

喜 分布調査の指導・助言・協力
査

I 
県教育委員会直営調査報告書作成

市町村教委調査、担当者派遺分報告書作成

市町村教委調査、報告書作成指導・助言

部
各出版物遺跡写真掲載許可

普 外 保管出土品写真撒影許可

及
協 各展覧会等への保管出土品展示許可

力 各展覧会展示指導・協力

公. 研 埋蔵文化財調査技術者研修

修 （県内研修会・県外派遣）

開 講 講演会講師派遺・幹旋

演 発掘調査遺跡現地説明会の開催

整 新発見遺跡の遺跡台帳追加整理

資 備 II 遺跡地図 II 

料 開 出土品洗浄．註記・接合・修復・復元等
の 品 特殊遺物の保存処理・保管

整 図 遺跡・遺物実測図面整理
理
面 遺跡・遺物写真整理保

口料 県内外関係図書資料整理

開発協議資料の整理
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文 化

三重県教育委員会

課 津市広明町 13 三重県庁内 7階

TEL 0592-24-2986~2988 

埋蔵文化財整理所津市桜橋 2丁目

（通称文化課分室） TEL 0592-27-2465 

斎宮跡調査事務所多気郡明和町斎宮

TEL 05965-2-1732 

北掘池遺跡発掘調査事務所 上野市大内橋北詰

TEL 05952-4-0079 
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